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・地区の小学校の児童がいなくなった
　子供が少なくなると「おらが学校」は
　どうなるのか…
・（地域が）高齢化しており、すでに若
　者が少ない
・雇用があれば人は来るはずだ
・子育てにやさしい政策づくりには、大
　きな魅力を感じます

身近な地域の“ストップ 人口減少・少子化”について語りましょう

ストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップ
永平寺町まち・ひと・しごと創生総合戦略

国立社会保障・人口問題研究所の推計より

　2040年の永平寺町の総人口は、
2010年から3,325人減少（比率で
16％の減少）して17,325人にな
ると推計される。
　2040年と2010年の人口におけ
る年齢階級別状況を比較すると、
6 5 歳 以 上 の 人 口 が 7 0 0 人 増 加
（14％増加）する一方で、14歳ま
での人口が941人と大きく減少（比
率34％減少）する推計となってい
る。

 永平寺町人口 2010 年 2040 年 増　減

 総人口 20,650人 17,325人 16％ 減

 年少人口（15 歳未満） 2,733人 1,792人 34％ 減

 生産年齢人口 12,840人 9,756人 24％ 減

 老年人口（65 歳以上） 5,077人 5,777人 14％ 増

2060年に19,000人
程度の人口の維持を目指す

目指すべき将来人口目指すべき将来人口目指すべき将来人口目指すべき将来人口目指すべき将来人口目指すべき将来人口

今後の永平寺町の人口動向 国立社会保障・人口問題研究所の推計より今後の永平寺町の人口動向今後の永平寺町の人口動向

☆　保育サービス（延長・夜間・休日保育など）の強化　　

☆　効果的な学校給食費無償化事業の実施

☆　世帯特性にあわせた子育て環境の整備

☆　子育てしやすいまちえいへいじ就業者支援制度（仮）の創設
　　　　　　　　　　　  〔基本目標Ⅰの基本施策より〕

☆　地域資源を生かし、ターゲットを絞った企業誘致

☆　永平寺町版高齢者移住制度（生涯活躍のまち）の検討 
　　　　　　　　　　　  〔基本目標Ⅱの基本施策より〕

☆　定住促進支援策の実施

☆　ほどほど田舎移住体験事業の実施

☆　特色ある宅地造成プランの策定

☆　空き家等利活用による定住の促進
　　　　　　　　　　　  〔基本目標Ⅲの基本施策より〕

☆　産学官、地域間連携によるコミュニティ活動の活性化
　　　　　　　　　　　  〔基本目標Ⅳの基本施策より〕 

＊詳細は、「永平寺町まち・ひと・しごと創生総合戦略　平成27年１０月　永平寺町 」

永平寺町まち・ひと・しごと創生総合戦略“ストップ  人口減少・少子化”主な基本施策永平寺町まち・ひと・しごと創生総合戦略“ストップ  人口減少・少子化”主な基本施策永平寺町まち・ひと・しごと創生総合戦略“ストップ  人口減少・少子化”主な基本施策

永平寺町まち 検索

基本目標Ⅰ

基本目標Ⅱ

基本目標Ⅲ

基本目標Ⅳ

　人口減少と少子高齢化に向き合い「住みたくなるまち」の実
現を目指す「永平寺町まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成
27年度～平成31年度）」は４つの基本目標を設定。

永平寺町の地域特性を活かした、結婚・出
産・子育ての希望をかなえる

永平寺町の地域資源を活用した安定雇用を創
出する

永平寺町への新しい人の流れをつくる

永平寺町らしさを活かして、時代にあった
「誰もが住みやすい」まちをつくる

〔議会だより第41号で紹介〕

地区でのお話、アンケートでのご意見

議員定数14名に決定議員定数議員定数1414名に名に名に名に名に決定決定決定決定決定決定決定決定決定決定決定決定議員定数14名に決定
　当議会では、議員定数・議員報酬・政務活動費について、議員間討議、
専門職の講義、議会と語ろう会を通じて検討してまいりました。この３月
議会において、議員定数を現在の18名から４名削減の14名に決定しまし
た。
　その背景には、地方交付税の削減により厳しくなる町財政、定数設定の
大きな基準となる人口の減少化、近隣市町の定数削減などがあり、議会自
ら定数削減することとしました。
　また、町民からの厳しい意見や期待の声を大切にし、行政監視・民意吸
収・政策提言の三機能が十分働くよう、議員の自覚と仕組みづくりをして
いくこと。議員報酬・政務活動費についても、今後協議していくこととし
ています。

名に名に名に名に名に決定決定決定決定
４名減

人口減少・少子化
永平寺町まち・ひと・しごと創生総合戦略

人口減少・少子化人口減少・少子化
４月26日・27日・28日

午後７：30～　開催予定

（火） （水） （木）４月26日・27日・28日
午後７：30～　開催予定

（火） （水） （木）

総人口

“ストップ  人口減少・少子化”現状と課題、施策は“ストップ  人口減少・少子化”現状と課題、施策は
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平成28年 第１回定例会報告平成28年 第１回定例会報告 議長　川崎　直文

承認第１号
平成27年度一般会計補正予算の専決処分の承認 承認
議案第１号
平成27年度一般会計補正予算 可決
議案第２号
平成27年度国民健康保険事業特別会計補正予算 可決
議案第３号
平成27年度後期高齢者医療特別会計補正予算 可決
議案第４号
平成27年度介護保険特別会計補正予算 可決
議案第５号
平成27年度下水道事業特別会計補正予算 可決
議案第６号
平成27年度農業集落排水事業特別会計補正予算 可決
議案第７号
平成27年度上水道事業会計補正予算 可決
議案第８号
平成28年度一般会計予算 可決
議案第９号
平成28年度国民健康保険事業特別会計予算 可決
議案第10号
平成28年度後期高齢者医療特別会計予算 可決
議案第11号
平成28年度介護保険特別会計予算 可決
議案第12号
平成28年度下水道事業特別会計予算 可決
議案第13号
平成28年度農業集落排水事業特別会計予算 可決
議案第14号
平成28年度上水道事業会計予算 可決

第１回定例会議案

　平成28年第１回永平寺町議会定例会は、２月23日（火）から３月11日（金）まで18日間開催されました。
審議された内容は、次のとおりです。
　なお、永平寺町教育委員会委員には、永平寺町松岡松ケ原　粟田　浩史氏を任命同意しました。

議案第15号
行政不服審査会条例の制定 可決
議案第16号
行政不服審査法等の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定 可決
議案第17号
地方公務員法の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例の制定 可決
議案第18号
固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第19号
人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第20号
職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第21号
税条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第22号
永平寺開発センター条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第23号
消防本部及び消防署の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第24号
消防本部消防職員定数条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第25号
火災予防条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第26号
福井県市町総合事務組合規約の変更 可決
議案第27号
林業振興集会センターの譲与 可決
議案第28号
教育委員会委員の任命同意 可決
発委第１号
議会議員の定数を定める条例の一部を改正する条例の制定 可決
発委第２号
議会委員会条例の一部を改正する条例の制定 可決

※反対または退席があった議案だけ載せています。したがって、その他議案等27件については全員賛成です。

■議案への賛否一覧　議席順に掲載（○賛成　×反対　－欠席　□退席）※議長（川崎直文）は採決に加わりません

  上坂 滝波 長谷川 朝井 酒井 江守 小畑 上田 金元 樂間 齋藤 伊藤 奥野 中村 川治 長岡 多田
 議案第８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 議案第９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 議案第11号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 発委第１号 × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

委員長　滝波登喜男議会行財政改革特別委員会報告議会行財政改革特別委員会報告
　当委員会は、２月22日、出席委員15名、欠席２名で、議員定数について協議した。
　議員定数については、過去９回の協議を基に各議員の考えを述べ、集約した結果削減することにな
り、改正数について、16、15、14人で採決した結果、14人が過半数を超えたので決定した。定数条
例改正案を３月定例会で提出し、賛成多数で決した。
　なお、議員報酬、政務活動費については、協議時間不足となり、次回の委員会で引き続き協議する
こととなった。

反
対
討
論

　
　
　
金
元

　
直
栄

　町
民
へ
必
要
な
予
算
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

は
認
め
る
が
、合
併
後
こ
の
10
年
を
批
判
的
に

深
掘
り
す
る
こ
と
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
。○
専

門
職
員
の
採
用
も
、未
だ
具
体
的
に
は
見
え
な

い
。○
地
域
振
興
組
織
を
生
か
し
た
町
づ
く
り

と
町
長
は
言
う
が
、町
長
の
姿
勢
一つ
だ
と
い
う

事
を
分
か
っ
て
い
な
い
。○
道
の
駅
オ
ー
プ
ン
も
、

地
域
を
見
渡
し
た
町
づ
く
り
の
方
向
性
、地
域

の
商
店
を
残
そ
う…

と
い
う
も
の
が
見
ら
れ
ぬ

思
い
つ
き
配
置
と
な
っ
て
い
る
。○
定
住
促
進
の

要
、住
宅
提
供
で
も
長
年
の
経
験
か
ら
示
し
て

き
て
い
る
の
に
、町
は
耳
を
貸
さ
ず
決
断
が
遅

い
。○
高
齢
者
対
策
で
は
、根
本
的
強
化
の
方

向
が
見
ら
れ
な
い
。等
々
の
理
由
で
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
　
　
斎
藤

　
則
男

　こ
の
予
算
案
に
つ
い
て
は
、議
員
全
員
に
よ
る

予
算
委
員
会
に
お
い
て
委
員
長
報
告
の
と
お
り

十
分
に
審
議
を
尽
く
さ
れ
、ま
た
疑
問
点
等
々

に
つ
い
て
は
都
度
、総
括
質
疑
等
に
お
い
て
の
理

事
者
の
説
明
に
お
い
て
理
解
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。　予

算
執
行
に
お
い
て
、委
員
会
に
お
け
る
各

委
員
か
ら
の
指
摘
事
項
及
び
意
見
等
に
つ
い
て

は
重
く
受
け
止
め
て
、適
切
に
執
行
さ
れ
た
い
。

　こ
の
予
算
は
、直
接
住
民
の
生
活
を
左
右
し
、

議
会
と
し
て
は
、慎
重
に
審
議
に
当
た
っ
た
も
の

で
あ
り
、速
や
か
に
成
立
す
る
こ
と
を
望
み
賛

成
す
る
。

反
対
討
論

　
　
　
金
元

　
直
栄

　国
民
健
康
保
険
は
国
の
制
度
改
定
で
負
担

増
が
加
わ
っ
た
り
、退
職
者
を
一
般
国
保
に
入
れ

る
こ
と
で
、会
計
の
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
。27

年
度
は一
般
会
計
か
ら
支
援
を
し
た
が
そ
れ
も

見
ら
れ
な
い
。よ
って
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
　
　
斎
藤

　
則
男

　本
町
の
健
康
保
険
事
業
は
、こ
れ
ま
で
加
入

者
の
利
便
性
を
図
り
、常
に
健
全
に
運
営
さ
れ

て
お
り
、加
入
者
の
健
康
管
理
と
疾
病
の
早
期

発
見
、早
期
治
療
を
主
眼
に
人
間
ド
ッ
ク
の
助

成
等
々
を
実
施
し
、医
療
費
の
高
騰
を
抑
え
る

努
力
を
し
て
い
る
。

　ま
た
、低
所
得
者
に
対
し
て
の
保
険
税
の
減

額
措
置
、未
納
者
に
対
す
る
納
税
の
相
談
等
、

町
と
し
て
の
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
い
る
。

　も
し
、こ
の
予
算
が
執
行
さ
れ
な
い
こ
と
と
な

る
と
、保
険
診
療
に
支
障
が
お
き
る
状
況
に
も

な
り
か
ね
な
い
。よ
っ
て
こ
の
予
算
案
に
対
し
賛

成
す
る
。

反
対
討
論

　
　
　
金
元

　
直
栄

　本
来
の
制
度
は
、保
険
料
を
払
い
、要
介
護
認

定
を
受
け
、10
％
の
利
用
負
担
を
す
れ
ば
、希

望
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
と
し
て
き
た

が
、今
で
は
金
の
な
い
者
は
施
設
に
入
る
こ
と
も

望
め
ぬ
制
度
と
な
って
き
た
こ
と
。高
齢
者
筋
ト

レ
や
サ
ロ
ン
事
業
等
は
町
の
福
祉
事
業
。町
会

計
か
ら
支
援
す
べ
き
だ
が
、そ
れ
も
見
ら
れ
な
い

こ
と
な
ど
か
ら
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
　
　
斎
藤

　
則
男

　こ
の
介
護
保
険
制
度
は
、助
け
合
う
国
の
制

度
と
し
て
、ス
タ
ー
ト
し
た
。

　永
平
寺
町
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
に
利
益
が
得

ら
れ
る
か
、ま
た
町
と
し
て
国
の
方
針
を
見
つ
め

て
町
独
自
の
方
策
等
も
模
索
し
、こ
の
制
度
を

活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

　我
々
議
員
と
し
て
は
、是
は
是
、非
は
非
と
し

て
、地
域
住
民
の
た
め
に
小
さ
な
町
か
ら
大
き

な
声
を
国
や
県
に
届
け
る
役
割
を
果
た
す
こ
と

で
町
民
の
利
益
に
つ
な
げ
た
い
。

　こ
の
制
度
の
町
の
取
り
組
み
、そ
の
姿
勢
を

期
待
し
、本
予
算
を
原
案
の
と
お
り
賛
成
す

る
。反

対
討
論

　
　
　
上
坂

　
久
則

　４
名
減
の
定
数
削
減
は
、町
民
に
対
し
て
説

明
が
で
き
な
い

　町
民
と
の
語
る
会
に
お
い
て
、定
数
削
減
す
べ

き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。一

方
、町
内
に
お
い
て
議
員
が
い
な
い
と
行
政
は
耳

を
傾
け
て
く
れ
な
い（
定
数
維
持
）と
の
意
見
も

あ
っ
た
。私
は
２
名
減
の
16
名
で
あ
れ
ば
認
め

る
。定
数
減
は
、将
来
に
渡
り
住
民
の
権
利
を

縛
る
こ
と
に
な
る
。３
月
議
会
に
お
い
て
議
会
の

意
思
を
明
確
に
す
る
と
町
民
に
説
明
し
た
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、町
民
に
説

明
不
足
で
あ
り
条
例
可
決
は
、拙
速
な
行
動
で

あ
る
。議
会
で
制
定
し
た「
議
会
基
本
条
例
」の

本
文
に
書
か
れ
て
い
る「
開
か
れ
た
議
会
、町
民

に
対
す
る
十
分
な
説
明
や
理
解
を
求
め
る
」と

の
規
範
行
動
に
違
反
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

町
民
の
代
弁
者
で
あ
る
私
は
、責
任
と
自
信
を

持
って
反
対
で
あ
る
。

賛
成
討
論

　
　
　
奥
野

　
正
司

　少
子
高
齢
化
、人
口
減
等
自
治
体
を
取
巻
く

社
会
経
済
的
環
境
変
化
は
激
し
く
進
行
し
、自

治
体
の
財
政
難
も
相
ま
っ
て
全
国
的
に
議
員
定

数
の
見
直
し
は
急
速
に
進
ん
で
い
る
。本
町
議

会
に
お
い
て
も
昨
年
よ
り
行
革
委
員
会
で
勉
強

会
、討
議
、討
論
、議
会
と
語
る
会
で
の
意
見
交

換
を
重
ね
、議
会
機
能
を
失
わ
ず
行
財
政
改
革

の
視
点
か
ら
定
数
を
14
名
と
決
め
た
。こ
れ
を

支
持
す
る
。

反
対
討
論

　
　
　
金
元

　
直
栄

　近
年
、町
長
に
権
限
が
集
中
す
る
制
度
と
な

る
中
、町
長
の
専
制
に
対
し
、議
会
の
チ
ェッ
ク
機

能
を
弱
め
る
こ
と
に
は
反
対
だ
。さ
ら
に
若
い
人

や
女
性
が
出
に
く
い
条
件
と
な
り
、多
様
な
意

見
も
出
に
く
く
な
る
。少
な
い
議
員
と
な
れ
ば

特
権
化
す
る
こ
と
。一
方
で
行
革
の
た
め…

と
言

う
が
、そ
の
舌
の
根
の
乾
か
ぬ
内
に
、減
ら
し
た

分
議
員
報
酬
や
調
査
費
を
増
額
し
よ
う
と
い

う
の
も
、横
し
ま
な
や
り
方
だ
。

賛
成
討
論

　
　
　
江
守

　
　
勲

　委
員
長
の
提
案
理
由
に
も
あ
っ
た
が
、行
政

監
視
機
能
・チ
ェッ
ク
機
能
・
政
策
立
案
機
能
の

低
下
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
今
後
も
議
会
と
し

て
検
討
し
て
い
く
と
し
て
い
る
こ
と
。ま
た
、議

会
と
語
ろ
う
会
で
参
加
者
の
発
言
の
中
に
現
状

維
持
の
声
も
あ
っ
た
が
、そ
れ
以
上
に
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
定
数
削
減
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
。以
上
の

こ
と
を
踏
ま
え
、定
数
削
減
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
　
　
上
田

　
　
誠

　議
員
定
数
を
18
名
か
ら
14
名
と
性
急
に
削

減
す
る
こ
と
に
次
の
点
で
反
対
す
る
。議
会
、議

員
は
住
民
の
代
表（
声
）と
し
て
の
責
務
が
あ
る

こ
と
か
ら
①
各
界
各
層
か
ら
の
多
様
な
声（
特

に
女
性
や
若
者
）が
狭
く
な
る
②
行
政
監
視
の

弱
体
化
③
議
員
の
特
権
、特
定
化
を
招
く
④
決

議
機
関
と
し
て
人
数
の
確
保
⑤
議
会
の
改
革
、

資
質
向
上
は
削
減
に
よ
ら
な
い
。な
ど
か
ら
反

対
す
る
。

賛
成
討
論

　
　
　
中
村
勘
太
郎

　議
員
定
数
削
減
に
つ
い
て
、４
名
削
減
の
14
名

定
数
改
正
案
の
賛
成
の
立
場
か
ら
賛
成
意
見

を
言
う
。

　議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
に
何
回
と

な
く
永
平
寺
町
民
の
方
々
と
議
会
と
語
ろ
う
会

で
、ま
た
、議
員
と
も
討
議・討
論
を
重
ね
進
め

た
。こ
れ
ら
に
よ
り
、個
々
議
員
の
資
質
の
向
上

を
図
る
た
め
に
も
、行
財
政
改
革
を
進
め
る
議

会
と
し
て
、自
か
ら
が
率
先
し
て
身
を
切
る
覚

悟
で
の
判
断
が
必
要
で
あ
る
。

　以
上
の
こ
と
か
ら
、議
員
定
数
削
減
に
つ
い
て

賛
成
す
る
。

議
案
第
８
号

議
案
第
８
号

平
成
28
年
度

一
般
会
計
予
算

平
成
28
年
度

一
般
会
計
予
算

議
案
第
９
号

議
案
第
９
号

平
成
28
年
度

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
28
年
度

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

議
案
第
11
号

議
案
第
11
号

平
成
28
年
度

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

平
成
28
年
度

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

発
委
第
１
号

発
委
第
１
号

議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
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委員長　上 田　　誠予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告
【主な項目】

セキュリティ対策費セキュリティ対策費セキュリティ対策費
（マイナンバー制度対策）

国庫補助金
660万円

県補助金 260万円
合併特例債 2億1,800万円

県補助金 7,200万円
合併特例債 1億円

国庫補助金 8,050万円
県補助金 6,040万円
合併特例債 7,200万円

合併特例債 1億1,800万円

全額国庫補助金

全額県補助金

（農地集積協力金）

低所得高齢者給付金低所得高齢者給付金低所得高齢者給付金 万
円
万
円
万万万万万
円円円円6,1306,130

農地中間管理事業費農地中間管理事業費農地中間管理事業費 万
円
万
円
万万万万万
円円円円3,8003,800

万
円
万
円
万万万万万
円円円円1,8301,830

　当委員会に委託された「平成27
年度一般会計補正予算」から「同
上水道事業会計補正予算」までの
７件について慎重に審議を行い、
全て賛成全員にて可決した。

【主な項目】

防災行政無線整備費防災行政無線整備費防災行政無線整備費防災行政無線整備費防災行政無線整備費防災行政無線整備費
（永平寺･上志比地区デジタル化）

（旧織物会館整備）

（門前開発整備）

ふるさと創造プロジェクト費
（旧織物会館整備）

ふるさと創造プロジェクト費ふるさと創造プロジェクト費ふるさと創造プロジェクト費

観光まちなみ魅力ＵＰ費
（門前開発整備）

観光まちなみ魅力ＵＰ費観光まちなみ魅力ＵＰ費

旧消防庁舎改修費旧消防庁舎改修費旧消防庁舎改修費

万
円
万
円

1億7,850 万
円
万
円1億7,850
万
円
万
円

万
円
万
円

万万万万万
円2億3,3402億3,340
万万万万万
円1億3,1301億3,130

委員長　上 田　　誠

国庫補助金
660万円

全額国庫補助金
　当委員会に委託された「平成27
年度一般会計補正予算」から「同
上水道事業会計補正予算」までの

 当委員会に付託された「平成28年度一般会計予算」から「同上水道事業
会計予算」までの７件について慎重に審議を行い、原案通り可決した。今
年度の予算は、国の示す社会安定的な人口確保と少子化社会への対応とし
ての地方創生を受け、当町も「永平寺まち・ひと・しごと創生総合戦略」
を策定し、また28年度からの普通交付税の合併算定替措置の段階的削減を
受け、中長期的な財政の健全性を確保するための「中期財政見直し」の改
定も策定した。今後特に重要となる高齢者対策への取り組みや、人口の減
らない、住みたくなる町の実現、子育てや教育、特色ある本町の観光資源
を活した観光振興、永平寺ブランド推進、地域防災力強化及び、30年開催
の「福井しあわせ元気国体」受け入れなど、本年度予算の主な事業は、新
規41件、拡充８件、継続18件、計67件を中心に事業の目的、位置づけ、
効果、財源措置、将来負担など慎重に審議した。

（農地集積協力金）（農地集積協力金）
農地中間管理事業費農地中間管理事業費農地中間管理事業費農地中間管理事業費農地中間管理事業費農地中間管理事業費農地中間管理事業費農地中間管理事業費農地中間管理事業費農地中間管理事業費農地中間管理事業費農地中間管理事業費 3333333333333,,,,,,

【主な項目】

防災行政無線整備費防災行政無線整備費防災行政無線整備費防災行政無線整備費防災行政無線整備費防災行政無線整備費防災行政無線整備費防災行政無線整備費防災行政無線整備費防災行政無線整備費防災行政無線整備費防災行政無線整備費防災行政無線整備費防災行政無線整備費防災行政無線整備費防災行政無線整備費防災行政無線整備費防災行政無線整備費

 当委員会に付託された「平成28年度一般会計予算」から「同上水道事業
会計予算」までの７件について慎重に審議を行い、原案通り可決した。今
年度の予算は、国の示す社会安定的な人口確保と少子化社会への対応とし
ての地方創生を受け、当町も「永平寺まち・ひと・しごと創生総合戦略」
を策定し、また28年度からの普通交付税の合併算定替措置の段階的削減を
受け、中長期的な財政の健全性を確保するための「中期財政見直し」の改
定も策定した。今後特に重要となる高齢者対策への取り組みや、人口の減
らない、住みたくなる町の実現、子育てや教育、特色ある本町の観光資源
を活した観光振興、永平寺ブランド推進、地域防災力強化及び、30年開催
の「福井しあわせ元気国体」受け入れなど、本年度予算の主な事業は、新
規41件、拡充８件、継続18件、計67件を中心に事業の目的、位置づけ、
効果、財源措置、将来負担など慎重に審議した。

平成28年度当初予算

一般会計 91億5,098万円
特別会計 49億6,732万円
企業会計 6億2,840万円

平
成
27
年
度
３
月
補
正
予
算

◆
総
合
政
策
課

問

　住
ま
い
る
定
住
応
援
事
業
の
増
額
の
内
容
は
。
定
住

　支
援
策
の
広
報
や
、
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
併
用
し

　使
い
や
す
い
制
度
に
す
べ
く
対
応
を
。

答

　予
算
計
上
の
20
件
を
既
に
執
行
し
、
８
件
の
増
額
を

　す
る
も
の
。
今
後
Ｈ
Ｐ
や
雑
誌
・
店
頭
で
の
Ｐ
Ｒ
強
化

　と
効
果
的
な
関
係
機
関
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
を
行
い
、
本

　町
へ
の
定
住
拡
大
に
努
め
る
。

◆
福
祉
保
健
課

問

　予
防
接
種
の
委
託
料
４
０
０
万
減
額
で
あ
る
が
向
上

　に
向
け
た
対
策
を
。

答

　要
因
は
接
種
者
減
。受
け
な
い
リ
ス
ク
の
周
知
を
行
う
。

◆
農
林
課

問

　農
地
中
間
管
理
事
業
の
地
域
集
積
協
力
金
の
活
用
方

　法
は
。

答

　交
付
さ
れ
る
地
域
に
お
い
て
決
め
て
い
る
。
ま
た
、

　地
域
で
の
話
合
い
に
よ
り
、
農
家
の
中
心
経
営
体
や
土

　地
改
良
な
ど
に
一
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
使
途
契

　約
書
の
作
成
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

◆
建
設
課

問

　木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
事
業
の
申
請
件
数
の
減
を

　ど
う
分
析
し
て
い
る
の
か
。

答

　耐
震
診
断
後
の
耐
震
改
修
費
用
で
、
多
額
の
改
修
費

　用
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
申
請
件
数
が
伸
び
な
い
原
因

　で
す
。

平
成
28
年
度
当
初
予
算

◆
総
務
課

問

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
導
入
支
援
の
中
間
サ
ー
バ
ー
プ
ラ

主
な
質
疑
応
答

　ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
負
担
金
は
昨
年

　計
上
で
は
？
シ
ス
テ
ム
の
強
固

　な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
確
保
は
ハ

　ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、
ソ
フ
ト

　面
の
情
報
管
理
徹
底
も
必
要
。

答

　昨
年
は
ハ
ー
ド
費
用
で
今
回

　は
中
間
サ
ー
バ
ー
の
維
持
管
理

　費
を
計
上
。
（
全
額
国
負
担
）

　セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
の
た
め
必

　ず
中
間
サ
ー
バ
ー
を
介
し
て
情

　報
の
や
り
取
り
を
す
る
。

問

　ふ
る
さ
と
納
税
財
源
計
上
の

　５
０
０
万
円
は
寄
付
獲
得
の
目

　標
額
か
。

答

　ふ
る
さ
と
納
税
平
成
27
年
度

　実
績
は
目
標
値
の
３
倍
。
28
年

　度
も
計
上
は
５
０
０
万
と
し
た

　が
そ
れ
以
上
、
１
千
万
円
達
成

　に
努
め
る
。

問

　永
平
寺
・
上
志
比
地
区
の
防

　災
行
政
無
線
整
備
費
用
２
億
３

　２
０
０
万
円
は
大
き
な
額
。妥

　当
性
の
検
討
は
。

答

　従
来
設
備
の
再
利
用
含
め
見

　積
依
頼
す
る
も
、
30
年
程
度
経

　過
し
て
お
り
設
備
は
新
設
と
な

　っ
た
。
見
積
を
踏
ま
え
費
用
負

　担
の
点
で
２
年
分
割
実
施
も
検

　討
し
た
が
、
分
割
実
施
す
る
と

　１
０
０
０
万
円
の
費
用
増
額
と

　な
り
単
年
度
施
行
と
し
た
。
シ

　ス
テ
ム
切
替
に
当
っ
て
は
情
報

　伝
達
の
切
断
の
な
い
よ
う
注
意

　を
払
う
。

　
◆
財
政
課

問

　行
財
政
改
革
に
お
い
て
不
可

　避
の
公
共
施
設
再
編
計
画
を
作

　成
し
た
が
、
平
成
28
年
度
に
は 

　「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

　画
」
を
策
定
予
定
。
ど
の
よ
う

　な
手
順
と
到
達
点
を
描
く
の

　か
。

答

　全
57
施
設
を
対
象
に
計
画
策

　定
。
当
面
維
持
管
理
費
は
４
〜

　５
百
万
の
節
減
と
マ
ン
パ
ワ
ー

　の
有
効
活
用
を
描
く
。
有
利
な

　条
件
で
起
債
で
き
る
合
併
特
例

　債
や
、
除
却
債
を
活
用
出
来
る

　国
の
支
援
期
間
中
に
取
り
組
み

　た
い
。
こ
の
期
間
を
逃
す
と
町

　単
独
で
取
り
組
む
こ
と
と
な
り

　か
な
り
困
難
と
な
る
。
中
期
財

　政
見
通
し
で
示
し
た
平
成
32
年

　度
の
財
政
調
整
基
金
必
要
取
崩

　し
額
、
２
億
５
千
万
円
程
度
の

　経
費
圧
縮
が
必
要
。

◆
総
合
政
策
課

問

　織
物
会
館
跡
地
の
ふ
る
さ
と

　創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
施
設
は
何

　を
目
指
す
か
。
収
益
を
目
指
す

　の
か
。

答

　地
域
交
流
活
動
を
推
進
す
る

　場
、
イ
ベ
ン
ト
を
や
る
場
と
し

　て
、
地
域
交
流
人
口
拡
大
の
為

　の
地
域
資
源
の
情
報
発
信
・
賑

　わ
い
創
出
の
ベ
ー
ス
施
設
。
収

　益
施
設
と
し
て
の
位
置
づ
け
は

　な
い
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
メ

　ン
バ
ー
も
参
加
頂
き
、
町
民
の

　方
も
つ
ど
っ
て
頂
く
町
中
交
流

　の
場
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
や

　に
ぎ
わ
い
の
場
と
し
て
来
年
４

　月
オ
ー
プ
ン
予
定
。

◆
税
務
課

問

　納
期
限
・
納
税
の
案
内
、
収

　納
事
務
合
理
化
・
効
率
化
の
推

　進
体
制
は
。
郵
送
町
封
筒
へ
の

　事
業
者
広
告
採
用
の
検
討
は
。

答

　賦
課
徴
収
事
務
の
シ
ス
テ
ム

　化
、
支
払
報
告
書
等
の
発
送
事

　務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
、
納
税

　者
へ
の
課
税
計
算
の
啓
蒙
書
配

　布
を
費
用
計
上
。
郵
送
等
に
使

　用
す
る
町
封
筒
へ
の
事
業
者
広

　告
も
検
討
。

◆
消
防
本
部

問

　新
消
防
体
制
で
救
急
救
命
士

　の
出
動
体
制
強
化
は
？

答

　住
民
通
報
で
状
況
が
重
篤
な

　場
合
は
救
急
救
命
士
の
増
員
乗

　車
も
対
応
。

◆
住
民
生
活
課

問

　男
女
共
同
参
画
の
推
進
は
数

　値
目
標
が
必
要
。

答

　ア
ン
ケ
ー
ト
で
現
状
を
分
析

　し
計
画
の
中
に
数
値
目
標
を
掲

　げ
推
進
を
図
る
。

◆
福
祉
保
健
課

問

　社
会
福
祉
協
議
会
は
政
策
の

　パ
ー
ト
ナ
ー
。連
携
を
密
に
。

答

　連
携
を
密
に
し
対
応
し
て
い

　く
。

問

　や
す
ら
ぎ
の
郷
、
翠
荘
、
永

　寿
苑
の
活
用
と
管
理
体
制
の
方

　向
性
は
。

答

　施
設
活
用
に
合
っ
た
管
理
体

　制
を
検
討
し
て
い
く
。

問

　永
平
寺
温
泉
の
泉
質
や
目
的

　を
考
え
た
維
持
管
理
を
。

答

　泉
源
の
質
を
考
え
た
保
守
や

　目
標
に
合
っ
た
管
理
を
図
る
。

◆
子
育
て
支
援
課

問

　嘱
託
保
育
士
の
改
善
を
評
価

　す
る
。
保
育
士
の
確
保
を
。

答

　処
遇
改
善
を
図
り
、
今
後
も

　対
応
し
て
い
く
。

問

　改
修
計
画
の
中
間
報
告
を
示

　し
て
欲
し
い
。

答

　計
画
を
策
定
し
示
し
て
い
く
。

◆
生
涯
学
習
課

問

　松
岡
公
民
館
の
耐
震
改
修
を

　行
う
の
か
。

答

　活
用
の
多
い
施
設
で
あ
り
改

　修
を
し
て
活
用
を
図
る
。

問

　公
民
館
活
動
の
目
指
す
方
向

　を
明
確
に
。

答

　現
地
の
視
察
は
大
事
。
地
域

　性
に
合
っ
た
公
民
館
を
目
指
す
。

問

　旧
上
志
比
小
体
育
館
の
活
用

　を
示
す
こ
と
。

答

　有
効
利
用
で
き
る
施
設
と
し

　て
い
く
。

◆
国
民
健
康
保
険
会
計

問

　か
か
り
つ
け
医
不
足
か
ら
福

　井
大
医
学
部
病
院
と
の
連
携

　を
。

答

　今
後
の
在
宅
医
療
か
ら
も
対

　応
の
検
討
を
図
っ
て
い
く
。

◆
介
護
保
険
会
計

問

　要
支
援
１
・
２
の
地
域
支
援

　事
業
移
行
の
方
向
性
は
。

答

　平
成
29
年
に
向
け
て
対
応
を

　示
し
て
い
く
。

◆
農
林
課

問

　地
産
地
消
支
援
事
業
補
助
金

　は
ど
こ
に
補
助
す
る
の
か
。

答

　町
内
で
生
産
し
た
農
産
物
・

　地
元
産
の
も
の
を
使
用
し
た
加

　工
品
等
を
出
荷
す
る
農
林
水
産

　業
者
を
対
象
と
し
、
直
売
所
及

　び
道
の
駅
等
の
出
荷
組
合
に
加

　入
し
て
い
る
者
に
、
出
荷
し
た

　売
上
高
の
２
％
を
支
援
す
る
。

◆
商
工
観
光
課

問

　人
口
減
少
の
中
で
、
観
光
客

　が
増
え
る
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と

　だ
が
、
今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

　対
策
は
。

答

　門
前
に
免
税
店
が
で
き
な
い

　か
協
議
を
し
て
い
る
。
Ａ
Ｒ
や

　Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
の
整
備
を
行
い
、

　ス
マ
ホ
か
ら
情
報
が
得
ら
れ
る

　よ
う
な
対
応
も
行
っ
て
い
る
。

　広
域
の
取
り
組
み
と
し
て
、
越

　前
加
賀
の
５
市
町
が
イ
ン
バ
ウ

　ン
ド
推
進
機
構
を
組
織
し
、
お

　互
い
が
情
報
発
信
し
て
い
く
。

◆
建
設
課

問

　多
世
帯
同
居
・
近
居
住
ま
い

　推
進
事
業
の
近
居
は
定
住
促
進

　地
区
に
限
定
せ
ず
、
も
っ
と
広

　い
範
囲
で
で
き
な
い
の
か
。

答

　住
ま
い
る
定
住
応
援
事
業
と

　の
制
度
内
容
の
調
整
を
図
り
地

　域
を
限
定
し
て
い
る
。

平成27年度
一般会計3月補正予算

万
円
万
円

　当委員会に委託された「平成27

万万万万万
円8,0308,030

一般会計 91億5,098万円

147億4,670147億4,670670670670670万
円
万
円

万万万万万
円2億3,2102億3,210
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一般質問

8

小 畑  　 傅 議員

問 18歳からの選挙権の対応は

答 町選管とタイアップ啓発活動を

17名の議員が町政全般について、一般質問を行いました。
一般質問は議事録に基づき質問議員本人がまとめています。

一般質問一般質問

３月
定例会
３月
定例会

問　
満
18
歳
ま
で
引
き
下
げ

ら
れ
た
選
挙
権
、
今
年
に
限

り
一
挙
に
３
ヶ
年
増
え
た
が

ど
れ
位
に
な
る
の
か
。

総
務
課
長　

平
成
27
年
４
月

１
日
現
在
、
19
歳
２
２
６

名
、
18
歳
２
０
１
名
、
17
歳

１
８
１
名
の
計
６
０
８
名

で
、
転
入
・
転
出
で
多
少
の

増
減
は
あ
る
。

問　
本
町
に
は
高
校
が
な
い

が
、
中
学
校
の
学
習
指
導
要

領
で
は
主
権
者
教
育
が
大
切

と
し
て
い
る
。
対
応
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

28
年
度
か

ら
町
選
管
と
協
力
し
選
挙
の

意
義
や
重
要
性
を
学
習
す
る

た
め
、
明
る
い
選
挙
出
前
塾

の
開
催
を
考
え
て
い
る
。

問　
従
来
、
20
歳
に
な
れ
ば

成
人
式
と
選
挙
権
が
付
与
さ

れ
た
が
、
選
挙
権
が
18
歳
に

な
り
成
人
式
と
の
整
合
性
は

ど
う
な
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

成
人
式
は

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
小
中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活

動
支
援
を
考
え
る
」

問　
少
子
・
高
齢
化
・
雇
用

の
確
保
、
農
業
な
ど
の
産
業

復
興
、道
路
な
ど
社
会
資
本

の
充
実
な
ど
山
積
み
。今
後

も
益
々
住
民
本
位
の
町
政
が

要
求
さ
れ
、人
口
減
少
社
会

の
到
来
は
避
け
る
こ
と
が
出

来
な
い
。人
口
減
に
対
処
す

る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
が
、

そ
の
一
つ
に
学
校
の
統
廃
合

が
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
は
地

区
・
地
域
の
あ
り
方
や
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
・
方
向
性
に
大
き

く
影
響
を
与
え
、
本
町
の
先

進
教
育
行
政
や
教
育
を
最
重

要
と
考
え
る
町
民
の
中
で
は

大
き
な
議
論
と
は
な
ら
な
か

っ
た
。
し
か
し
人
口
２
万
人

を
切
る
中
で
小
学
校
７
校
、

中
学
校
３
校
は
多
い
の
で
は

な
い
か
。
各
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
数
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

平
成
27
年

５
月
１
日
現
在
、
松
岡
小
で

３
９
４
人
、
吉
野
小
で
79

人
、
御
陵
小
で
１
２
９
人
、

志
比
小
で
１
７
０
人
、
志
比

南
小
で
１
０
４
人
、
志
比
北

小
で
36
人
、
上
志
比
小
で
１

２
７
人
と
な
り
、
松
岡
中
で

３
２
２
人
、
永
平
寺
中
で
１

６
９
人
、
上
志
比
中
で
82
人

と
な
っ
て
い
る
。

教
育
長　

今
、
統
廃
合
を
考

え
る
状
態
で
は
な
い
。
小
規

模
で
も
デ
メ
リ
ッ
ト
の
少
な

い
教
育
効
果
を
考
え
た
い
。

町
長　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
政
策
で
人
口
減
の
歯
止
め

を
、
さ
ら
に
ま
ち
づ
く
り
計

画
を
作
っ
て
、
永
平
寺
町
に

住
み
た
い
な
と
思
っ
て
も
ら

う
。
統
廃
合
を
考
え
る
前
に

ど
う
人
口
を
増
や
し
て
い
く

か
、
し
っ
か
り
考
え
た
い
。

人
口
減
少
の
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
懸
念

問答
合
併
10
周
年
次
な
る
10
年
の
課
題
は

今
ま
で
通
り
20
歳
か
ら
と
考

え
る
。

常 任 委 員 会 報 告常 任 委 員 会 報 告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
委
員
長

　朝井
征
一
郎

　今
回
は
、
本
会
議
に
お
い
て
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
、
議
案
第
27
号
永
平
寺
町
林
業
振
興

集
会
セ
ン
タ
ー
の
譲
与
に
つ
い
て
、
３
月
８
日
（
火
）
全
員
出
席
の
も
と
開
会
し
慎
重
に
審
議

し
た
。

（
主
な
意
見
）

　議
案
第
27
号
永
平
寺
町
林
業
振
興
集
会
セ
ン
タ
ー
の
譲
与
に
つ
い
て
は
、
行
政
財
産
を
普
通

財
産
に
し
て
議
会
の
同
意
を
得
て
、
無
償
で
譲
与
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…

採
決
結
果
、
委
員
会
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
委
員
長

　滝波
登
喜
男

　当
委
員
会
は
、
３
月
10
日
午
前
９
時
か
ら
、
委
員
５
名
の
出
席
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。
議

題
は
、
平
成
28
年
度
事
務
事
業
の
う
ち
、
特
に
審
議
し
た
い
次
の
10
項
目
で
す
。

①
男
女
共
同
参
画
事
業
10
年
間
の
取
り
組
み

　②
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
補
助
金
の
使
わ
れ
方

③
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
確
立
に
向
け
て
の
協
議
状
況

　④
地
域
支
援
事
業
の
取
り
組
み

⑤
や
す
ら
ぎ
の
郷
の
活
用
計
画

　⑥
健
康
福
祉
施
設
「
禅
の
里
」
の
経
営
状
況

⑦
幼
稚
園
・
幼
児
園
の
改
修
計
画

　⑧
永
平
寺
支
所
４
階
の
改
修
案

⑨
松
岡
公
民
館
耐
震
診
断
結
果

　⑩
旧
上
志
比
小
体
育
館
再
利
用
に
係
る
費
用
及
び
活
用
計
画

（
主
な
意
見
）

・
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
。

・
松
岡
公
民
館
耐
震
及
び
改
修
計
画
は
、
将
来
の
こ
と
を
含
め
て
十
分
検
討
す
る
こ
と
。

・
旧
上
志
比
小
体
育
館
再
利
用
は
、
関
係
団
体
と
十
分
協
議
す
る
こ
と
。

高
齢
者
対
策
な
ど
質
疑

永
平
寺
町
不
服
審
査
会
条
例
の
制
定
、

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
等
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
議
案
成
る

町
林
業
振
興
集
会
セ
ン
タ
ー
を
譲
与

　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
常
任
委
員
会

　
委
員
長

　中村
勘
太
郎

　本
委
員
会
は
３
月
９
日
に
全
委
員
出
席
の
も
と
開
催
し
、
総
務
関
係
の
今
議

会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
た
。

　

議
案
第
15
号

　
永
平
寺
町
行
政
不
服
審
査
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
16
号

　
行
政
不
服
審
査
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

　
　
　
　
　
　
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
17
号

　
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

　
　
　
　
　
　
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
18
号

　
永
平
寺
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
　
　
　
　
　
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
19
号

　
永
平
寺
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
20
号

　
永
平
寺
町
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条

　
　
　
　
　
　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
21
号

　
永
平
寺
町
税
条
例
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
22
号

　
永
平
寺
町
永
平
寺
開
発
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
　
　
　
　
　
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
23
号

　
永
平
寺
町
消
防
本
部
及
び
消
防
署
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一

　
　
　
　
　
　
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
24
号

　
永
平
寺
町
消
防
本
部
消
防
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
　
　
　
　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
25
号

　
永
平
寺
町
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

　
　
　
　
　
　
つ
い
て

議
案
第
26
号

　
福
井
県
市
町
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…

採
決
の
結
果
、
委
員
会
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
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問 実効性・成果を基に
新規事業をどう展開するのか

答 町の宝を見つけ育てたい

上 坂  久 則 議員

問 旧消防庁舎の活用は

答 役場本庁として活用

長岡千惠子議員

問「浄法寺山」町有林状況と展望は

答 健全な整備を推進

長谷川治人議員

②
面
積
１
４
０
・
７
１
ha
。

植
栽
８
３
・
８
９
ha
。
樹
種

は
杉
７
１
・
８
９
ha
。
檜
３

ha
。
赤
松
９
ha
。
期
間
は
当

初
50
年
、
更
新
し
90
年
ま
た

は
１
０
０
年
に
。
収
益
割
合

は
町
が
60
％
、
公
団
が
40

％
。
管
理
状
況
は
、
森
林
整

備
セ
ン
タ
ー
が
施
業
計
画
と

現
地
の
状
況
を
見
て
予
算
化

し
、
町
が
実
施
主
体
に
。
全

額
補
助
。

③
国
産
材
価
格
が
低
迷
、
林

業
従
事
者
の
減
少
、
高
齢
化

が
進
み
経
営
意
欲
が
減
退
状

況
だ
が
、
保
育
・
間
伐
な
ど

健
全
な
森
林
の
整
備
を
推

進
。

問　
①
町
有
林
２
６
・
９

ha
。
50
年
生
育
後
の
状
況

は
。

②
公
団
分
収
造
林
（
上
浄
法

寺
）
の
契
約
状
況
は
。

③
当
初
予
算
額
91
億
５
０

９
８
万
円
に
対
し
林
業
費
は

４
３
７
２
万
円
（
0.5
％
）

そ
の
内
、
林
業
振
興
費
５
８

６
万
円
（
０
・
０
６
％
）
。

昨
年
、
林
業
費
４
７
６
２
万

円
と
比
較
し
３
９
０
万
円
の

減
額
状
況
で
あ
り
依
然
厳
し

い
。
山
林
事
業
の
展
望
を
聞

く
。

農
林
課
長　

①
町
有
林
（
蛇

谷
滝
）
、
公
団
分
収
造
林
は

概
ね
良
好
で
あ
る
が
、枝
打
ち

や
除
間
伐
は
必
要
で
あ
る
。

問　
旧
消
防
庁
舎
の
活
用

は
。

総
務
課
長　

１
階
に
会
計

課
・
税
務
課
・
消
防
団
第
７

分
団
の
車
庫
と
団
員
の
待
機

所
。
２
階
は
農
林
課
・
建
設

課
・
商
工
観
光
課
。
３
階
は

町
観
光
物
産
協
会
・
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
配
置
。

問　
教
育
委
員
会
の
学
校
教

育
課
と
生
涯
学
習
課
は
、
本

庁
舎
内
へ
の
移
転
は
考
え
て

い
な
い
の
か
。

総
務
課
長　

今
後
も
教
育
委

員
会
は
現
在
の
松
岡
公
民
館

に
配
置
。

町
長　

来
庁
者
と
の
打
ち
合

わ
せ
を
事
務
所
内
で
行
っ
て

い
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
面

で
も
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が

必
要
。
教
育
委
員
会
の
本
庁

舎
内
へ
の
移
転
も
考
え
た

が
、
物
理
的
な
面
で
断
念
し

た
。

問　
町
観
光
物
産
協
会
は
外

郭
団
体
な
の
で
、
本
庁
舎
内

へ
の
移
転
は
教
育
委
員
会
が

優
先
す
べ
き
。
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
本
庁
舎
内
に

移
転
す
る
こ
と
と
は
、
意
味

が
違
う
。

町
長　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
福
祉
保
健
課
と
連
携

を
と
る
こ
と
が
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
な
る
。
商
工
観

光
課
と
町
観
光
物
産
協
会
も

同
様
に
連
携
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

問　
移
転
後
の
役
場
庁
舎
の

配
置
は
。

町
長　

１
階
に
は
住
民
生
活

課
・
福
祉
保
健
課
・
子
育
て

支
援
課
。
２
階
は
総
務
課
・

総
合
政
策
課
・
財
政
課
・
国

体
推
進
課
・
会
議
室
。

問　
各
課
の
移
転
は
い
つ
ご

ろ
の
予
定
か
。

総
務
課
長　

旧
消
防
庁
舎
の

改
築
工
事
を
年
内
を
め
ど
に

完
成
さ
せ
て
、
各
課
を
移

動
。

問　
①
広
域
避
難
に
関

し
、
永
平
寺
町
の
メ
リ
ッ
ト

生
涯
学
習
課
長　

浄
法
寺
地

区
の
若
鮎
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

報
恩
講
で
出
す
料
理
の
デ
ー

タ
が
あ
る
。
食
材
、
料
理

名
、
配
膳
等
の
記
録
を
保
存

し
て
後
世
に
伝
え
て
い
く
。

問　
町
費
負
担
で
料
理
の
再

現
を
実
行
す
べ
き
だ
が
。

町
長　

提
案
に
は
興
味
が
あ

る
。
検
討
し
た
い
。

き
な
い
の
で
は
。

町
長　

情
報
の
共
有
化
の
大

切
さ
は
痛
感
し
て
い
る
。
組

織
化
に
配
慮
し
て
進
め
る
。

問　
永
平
寺
町
の
「
宝
」
と

は
。

町
長　

観
光
地
・
自
然
・
人

等
と
い
っ
た
宝
。
共
通
認
識

を
高
め
る
た
め
に
、
各
小
学

校
で
は
体
感
・
発
見
・
認
識

の
た
め
に
勉
強
を
し
て
い

く
。

問　
成
果
達
成
に
伴
う
、
現

状
認
識
・
課
題
の
想
定
と
、

解
決
策
は
。

町
長　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
総
合
戦
略
の
な
か
で
、
計

画
・
実
行
・
成
果
調
査
・
行

動
を
繰
り
返
し
行
い
、
事
業

の
見
直
し
、
時
に
あ
っ
た
ス

ピ
ー
ド
感
で
対
処
し
た
い
。

問　
専
門
性
が
高
ま
る

と
、
情
報
の
共
有
化
が
薄

れ
、
今
、
何
が
問
題
な
の

か
、
対
処
す
べ
き
な
の
か
等

が
不
明
と
な
り
、
相
互
協
力

に
よ
る
成
果
倍
増
が
期
待
で

アラレガコ

は
。

②
被
災
者
に
対
す
る
避
難
者

の
設
置
及
び
応
急
仮
設
住
宅

の
提
供
や
就
業
機
会
の
提
供

に
つ
い
て
具
体
的
な
計
画

は
。

③
今
後
、
関
係
機
関
と
の
相

互
応
援
協
定
等
取
り
組
み

は
。

総
務
課
長　

①
メ
リ
ッ
ト
の

想
定
で
な
く
、
お
互
い
県
内

の
自
治
体
の
中
で
協
力
し
合

う
こ
と
が
第
一
。

②
地
域
防
災
計
画
で
定
め
。

南
越
前
町
の
人
口
約
１
万
５

千
人
の
う
ち
３
５
４
１
名
の

迎
え
入
れ
の
対
応
も
こ
の
計

画
に
記
載
。

③
今
後
は
、
郵
便
局
や
人
口

減
少
対
策
取
り
組
み
等
々
各

問　
他
の
団
体
へ
派
遣
し
て

い
る
人
数
は
。
ま
た
、
受
入

れ
し
て
い
る
人
数
は
。

総
務
課
長　

平
成
27
年
度
の

派
遣
状
況
は
、
７
名
。
受
入

れ
は
い
な
い
。

問　
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

の
団
体
と
人
事
交
流
を
す
る

こ
と
で
、
役
場
職
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
な
る
の
で
は
。

総
務
課
長　

社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
人
事
交
流
の
要
請
が

あ
る
。
そ
の
他
の
団
体
に
つ

い
て
も
有
益
性
等
々
を
考
慮

し
て
活
用
し
た
い
。

問　
永
平
寺
町
の
「
食
の
文

化
」
と
は
、
ど
の
よ
う
に
感

じ
て
い
る
の
か
。
伝
承
料
理

の
保
存
の
た
め
に
映
像
化
す

べ
き
と
思
う
が
、
考
え
は
。

町
長　

具
体
的
に
は
天
然
記

念
物
の
ア
ラ
レ
ガ
コ
や
葉
っ

ぱ
寿
司
等
が
う
か
ぶ
。
ア
ラ

レ
ガ
コ
の
単
体
だ
け
で
は
な

く
、
河
川
流
域
も
天
然
記
念

物
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
葉

っ
ぱ
寿
司
誕
生
の
由
来
等
も

周
知
し
て
い
き
た
い
。
デ
ー

タ
化
も
検
討
し
た
い
。

教
育
長　

給
食
調
理
員
の
方

も
本
山
へ
出
向
き
、ふ
る
さ

と
料
理
の
勉
強
や
、
我
が
家

自
慢
料
理
を
給
食
に
活
用
し

て
い
る
。

「上浄法寺」町有林図

分
野
の
機
関
、
団
体
と
結
ん

で
い
く
。

補助団体との
　人事交流を

有益性を
　考慮して活用

問

答

食
文
化
と
は

町
の
伝
統
を
守
る

問答

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
福
祉
向
上
の
具
体
策
を

問
う
」

旧消防庁舎

調印式で握手する両町長

南
越
前
町
と
災
害
時

　
　
　
　
相
互
応
援
協
定

今
後
は
郵
便
局
等
と
も
計
画

問答

５月 31日 （火） １０時～  ［本会議］
６月 ６日 （月）  ７日（火） ８日（水）１０時～ ［一般質問］
６月 ９日 （木） ９時～  ［予算決算常任委員会］
６月 16日 （木） １０時～ 【予備日】17日（金） ［本会議］

傍聴にお越しください

第３回  ６月定例会第３回  ６月定例会（予定）

生中継



一般質問一般質問

1213

問 サンサンホールの
　　　　　  　最寄駅新設を

答 費用対策効果で厳しい
　　　　　　　  多方面から検討

朝井征一郞議員

伊 藤  博 夫 議員

問

答

個人番号制度と情報漏えい対策は

情報が漏れないよう万全な体制で

問 体育館の維持管理と改善を

答 事故対策に努める

川 治  孝 行 議員

問　
学
校
そ
の
他
の
体
育
施

設
の
フ
ロ
ア
の
滑
り
状
況
に

つ
い
て
、
聞
き
取
り
調
査
を

行
っ
て
い
る
か
。

生
涯
学
習
課
長　

聞
き
取
り

調
査
は
行
っ
て
い
な
い
。

問　
上
志
比
小
学
校
の
体
育

館
は
非
常
に
滑
る
床
で
あ
る

が
、
体
育
館
の
ワ
ッ
ク
ス
の

種
類
と
指
導
方
法
は
。

学
校
教
育
課
長　

ワ
ッ
ク
ス

は
塗
っ
て
い
な
い
が
、
雑
巾

の
か
ら
拭
き
と
モ
ッ
プ
に
ダ

ス
ト
キ
ー
パ
ー
を
付
け
て
清

掃
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
調
査
す
る
。

問　
各
体
育
館
で
の
モ
ッ
プ

清
掃
の
管
理
指
導
を
し
て
い

る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

管
理
指
導

は
し
て
い
な
い
。

問　
滑
り
防
止
対
策
に

は
、
日
常
の
管
理
が
大
切
で

あ
る
。
体
育
館
に
入
る
際
の

土
砂
の
侵
入
防
止
と
、
練
習

後
の
モ
ッ
プ
拭
き
等
の
管
理

指
導
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

シ
ュ
ー
ズ

の
履
き
換
え
は
玄
関
フ
ロ
ア

シ
ー
ト
で
行
い
、
土
砂
侵
入

を
防
止
し
て
い
る
。

問　
上
志
比
小
学
校
体
育

館
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
支
柱

は
、
経
年
劣
化
と
使
用
頻
度

問　
体
育
館
の
フ
ロ
ア

は
、
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
の
技

術
の
向
上
と
住
民
の
健
康
づ

く
り
を
効
果
的
、
計
画
的
に

推
進
し
支
援
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
各
体
育
施
設
で

は
、
文
化
祭
等
の
イ
ベ
ン
ト

後
の
床
の
ワ
ッ
ク
ス
掛
け
お

よ
び
床
の
状
況
点
検
は
し
て

い
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

職
員
ま
た

は
管
理
人
が
確
認
し
て
い

る
。

問　
体
育
館
フ
ロ
ア
の
滑

り
状
況
は
誰
が
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
る
の
か
、
ま
た
利
用
状

況
報
告
書
は
あ
る
の
か
。
ま

た
、
利
用
者
の
要
望
記
入
欄

が
あ
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

小
中
学
校

で
は
、
教
頭
ま
た
は
体
育
主

任
が
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

体
育
施
設
に
は
管
理
日
誌
を

常
備
し
て
お
り
、
記
入
で
き

る
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

は
国
民
の
個
人
番
号
と
し
て

利
用
範
囲
の
拡
大
を
基
本
と

し
、
交
付
申
請
書
を
全
町
民

等
に
送
付
し
カ
ー

ド
を
交
付
と
同
時

に
住
基
カ
ー
ド
を

返
還
す
る
が
、
そ

の
住
基
カ
ー
ド
の

発
行
枚
数
と
パ
ー

セ
ン
ト
は
。

住
民
生
活
課
長　

昨
年
末
ま
で
に
発

行
し
た
枚
数
は
、

２
３
０
２
件
で
人

口
割
合
で
11
・
98

％
。

問　
全
町
民
等
に

送
付
し
た
件
数
と

未
配
付
件
数
は
。

住
民
生
活
課
長　

平
成
27
年

10
月
１
日
時
点
で
人
口
１
９

２
３
９
人
で
、
世
帯
数
は
６

２
５
０
世
帯
。
そ
の
内
未
配

付
は
１
２
６
世
帯
分
。

問　
一
家
族
一
通
の
返
信
封

筒
で
は
、
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ

に
申
請
す
る
場
合
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
窓
口
で
交

付
時
に
持
参
す
る
も
の
は
、

ま
だ
町
民
に
知
ら
さ
れ
て
お

ら
ず
二
重
手
間
に
な
る
の
で

は
。

住
民
生
活
課
長　

申
請
時
来

庁
方
式
と
カ
ー
ド
交
付
時
来

庁
方
式
が
あ
り
、
交
付
来
庁

方
式
は
返
信
封
筒
に
て
東
京

の
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
へ
返
送
し
役
場
の

窓
口
交
付
状
に
よ
り
持
参
す

る
も
の
を
お
知
ら
せ
し
て
あ

り
二
重
手
間
に
な
ら
な
い
よ

う
交
付
時
来
庁
方
式
を
極
力

推
奨
し
て
い
る
。

問　

永
平
寺
町

に
お
い
て
サ
ン
サ

ン
ホ
ー
ル
で
の
行

事
が
多
く
な
る
中

で
、
参
加
す
る
た

め
に
は
交
通
の
便

が
悪
い
、
な
か
な

か
参
加
で
き
な
い

と
言
う
こ
と
か

ら
、
町
民
の
利
便

性
を
考
え
必
要
で

は
な
い
か
。
公
共

施
設
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
町
の

活
性
化
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
ぜ
ひ
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

総
務
課
長　

サ
ン
サ
ン
ホ
ー

ル
の
場
所
に
お
い
て
定
住
の

マイナンバー説明資料

の
高
さ
や
老
朽
化
に
よ
り
、

ネ
ッ
ト
張
り
の
時
支
柱
の
止

め
金
が
外
れ
落
下
し
た
こ
と

も
あ
り
、
非
常
に
危
険
な
状

態
で
あ
る
。
器
具
の
調
査
と

更
新
は
。

生
涯
学
習
課
長　

体
育
器
具

は
日
頃
よ
り
保
守
点
検
を
行

い
、
適
宜
更
新
し
て
い
る
。

滑
り
は
ダ
ス
ト
キ
ー
パ
ー
が

原
因
な
の
か
今
後
調
査
す

る
。

問　
体
育
館
を
利
用
す
る

使
用
者
全
員
で
、
よ
り
良
い

環
境
を
創
り
だ
す
た
め
の
合

同
会
議
を
開
催
し
て
い
る
の

か
。

生
涯
学
習
課
長　

団
体
代
表

者
を
対
象
に
調
整
会
議
を
開

催
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
道
路
埋
設
施
設
と
路
面

整
備
に
つ
い
て
」

問　
総
務
省
よ
り
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
の
施
行
に

伴
う
既
存
住
基
ネ
ッ
ト
お
よ

び
団
体
内
統
合
宛
名
シ
ス
テ

ム
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介

し
て
不
特
定
の
外
部
と
の
通

信
に
つ
い
て
住
基
シ
ス
テ
ム

と
接
続
さ
れ
て
い
る
端
末
に

つ
い
て
通
信
が
で
き
な
い
状

態
に
す
る
こ
と
と
通
達
さ
れ

た
が
本
町
は
ど
の
様
な
個
人

情
報
を
守
る
た
め
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
を
し
た
の
か
。

総
合
政
策
課
長　

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
情
報
を
扱
う
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
か
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
切
り
離
し
、
サ

イ
バ
ー
攻
撃
や
ウ
イ
ル
ス
感

染
経
路
を
分
離
し
て
い
る
。

ま
た
、
情
報
対
策
と
し
て
デ

ー
タ
が
流
出
し
た
場
合
、
情

報
が
読
め
な
い
よ
う
に
フ
ァ

イ
ル
を
暗
号
化
す
る
等
の
シ

ス
テ
ム
を
導
入
、
更
に
全
職

員
を
対
象
に
ウ
イ
ル
ス
対
策

や
マ
イ
ナ
ン
バ
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
強
化
の
講
習
会
を
開
催
し

た
。

方
が
常
に
乗
ら
れ
る
か
疑
問

な
部
分
が
あ
り
、
イ
ベ
ン

ト
、
催
し
物
の
時
だ
け
使
う

と
言
う
も
の
で
は
な
か
な
か

新設を望むサンサンホール駅

問　
地
域
住
民
自
身
に
制
度

の
理
解
と
情
報
提
供
が
必
要

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
充
実
、
高
齢
者
の
在
宅
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
民
生
委
員

と
連
携
し
て
「
認
知
症
カ
フ

ェ
」
を
早
急
に
立
ち
上
げ
、

高
齢
者
が
家
か
ら
外
に
出

て
、
い
ろ
ん
な
人
と
話
を
し

て
認
知
症
に
な
ら
な
い
よ
う

に
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
介

護
保
険
料
が
上
が
る
こ
と
か

ら
初
診
料
が
変
わ
る
。
そ
こ

で
、
か
か
り
つ
け
医
師
、
在

宅
で
の
（
往
診
）
医
師
を
増

や
し
て
ほ
し
い
。

福
祉
保
健
課
長　

厚
生
労
働

省
が
認
知
症
政
策
推
進
計
画

を
公
表
し
て
い
る
。
こ
の
中

で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族

の
方
に
対
す
る
支
援
と
し
て

認
知
症
カ
フ
ェ
を
推
進
し
て

い
る
。
町
と
し
て
認
知
症
カ

フ
ェ
に
つ
い
て
支
援
と
い
う

形
で
助
成
を
す
る
。

　

お
医
者
さ
ん
に
つ
き
ま
し

通
常
難
し
い
。
い
ろ
ん
な
こ

と
か
ら
今
後
検
討
し
て
い
く

の
が
妥
当
で
は
な
い
か
。

認
知
症
高
齢
者
増
に
伴
う
対
策
を

支
援
の
助
成
を
検
討

問答

て
も
、
大
変
多
忙
で
在
宅
介

護
と
介
護
連
携
の
中
、
実

際
、
か
か
り
つ
け
医
師
が
少

な
い
と
い
う
の
が
現
状
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
解
消

へ
、
小
中
兼
務
教
員
を
」
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齋 藤  則 男 議員

問 歳入財源の確保は大丈夫か

答 確実に収入として
　　　　　　 見込める額を計上

問 各市町との広域連携の展望は

答 お互いを尊重しながら進めていく

江 守 　  勲 議員

問 しあわせ元気国体に向けて

答 思い出に残り語り継がれる大会に

中村勘太郎議員

問　
50
年
ぶ
り
と
な
る
、
し

あ
わ
せ
元
気
国
体
。
町
と
し

て
の
位
置
付
け
は
。

生
涯
学
習
課
長　

活
力
あ
る

町
、
強
い
永
平
寺
町
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
位
置
付
け
、
心

豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
づ
く

り
な
ど
地
域
活
性
化
に
向

け
、
町
民
と
協
働
の
も
と
、

い
つ
ま
で
も
心
に
残
る
真
心

の
こ
も
っ
た
大
会
を
目
指

す
。

問　
本
町
で
は
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
競
技
が
開
催
さ
れ

る
が
、
競
技
の
運
営

費
の
具
体
的
な
内
容

と
、
予
算
の
財
源

は
。

生
涯
学
習
課
長　

主

な
も
の
と
し
て
、
会

場
本
部
、
控
室
、
仮

設
物
の
設
置
や
、
一

般
観
覧
席
、
お
も
て

な
し
コ
ー
ナ
ー
、
各

テ
ン
ト
、
ト
イ
レ
や
発
電

機
、
放
送
設
備
の
設
置
。
ま

た
、
競
技
役
員
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
ス
タ
ッ
フ
の
識
別
用

品
や
輸
送
バ
ス
等
が
必
要
と

な
る
。
こ
れ
ら
の
運
営
経
費

の
財
源
は
、
県
か
ら
の
補
助

金
３
分
の
２
を
見
込
ん
で
い

る
。

問　
各
種
競
技
運
営
の
絶
大

な
る
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
須

だ
が
、
そ
の
役
割
と
活
動
期

間
及
び
そ
れ
ら
に
係
る
必
要

経
費
は
。

生
涯
学
習
課
長　

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
は
、
選
手
、
来

賓
者
、
観
客
者
の
受
付
案
内

や
、
お
も
て
な
し
コ
ー
ナ
ー

サ
ー
ビ
ス
、
会
場
内
外
の
環

境
美
化
、
式
典
の
運
営
補

助
、
福
祉
補
助
、
交
通
整

が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

総
合
政
策
課
長　

政
策
面
で

は
、
小
規
模
の
単
独
自
治
体

で
は
対
応
で
き
な
い
政
策
に

対
し
、
自
治
体
間
の
広
域
連

携
を
組
む
こ
と
で
費
用
と
便

益
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
合

理
的
に
進
め
ら
れ
る
と
考
え

て
い
る
。

問　
広
域
連
携
を
組
む
に
あ

た
り
、
永
平
寺
町
の
役
割
と

は
。

商
工
観
光
課
長　

観
光
地
と

し
て
の
経
験
を
生
か
し
つ

つ
、
お
互
い
の
役
割
を
尊
重

し
、
関
係
市
町
と
と
も
に
情

報
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

問　
広
域
連
携
の
施
策
の

一
つ
と
し
て
、
国
に
加
速
化

問　
各
市
町
と
の
広

域
連
携
を
す
る
目
的

や
メ
リ
ッ
ト
は
。

総
務
課
長　

防
災
面

で
は
、
日
ご
ろ
か
ら

地
域
内
外
で
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
が
災

害
時
の
応
援
協
力
に

役
立
つ
と
考
え
て
い

る
。

商
工
観
光
課
長　

観

光
面
で
は
、
観
光
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
観
光
施
策

の
一
つ
と
し
て
広
域
連
携
を

し
、
各
市
町
に
お
い
て
も
少

な
い
経
費
で
今
ま
で
以
上
の

Ｐ
Ｒ
が
で
き
、
お
互
い
の
い

い
所
を
尊
重
し
協
力
し
合
う

こ
と
で
魅
力
向
上
に
も
つ
な

が
り
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

も
生
ま
れ
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
国
や
県
の
交
付

金
事
業
、
補
助
事
業
に
お
い

て
も
広
域
連
携
は
大
き
な
評

価
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
お

り
、
今
後
一
層
の
広
域
連
携

永平寺町はぴねすダンス

交
付
金
の
申
請
を
提
出
し
た

が
、
森
ビ
ル
と
の
連
携
は
ど

う
活
か
さ
れ
た
の
か
。

総
合
政
策
課
長　

中
央
官
庁

か
ら
の
政
策
情
報
の
提
供

や
、
町
が
企
画
す
る
事
業
へ

の
助
言
、
地
域
再
生
計
画
等

の
策
定
に
お
け
る
観
光
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
提
案
な
ど
、

業
務
連
携
に
よ
り
町
職
員
の

政
策
立
案
の
能
力
向
上
に
活

か
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い

る
。

問　
広
域
連
携
の
今
後
の
展

望
は
。

総
合
政
策
課
長　

連
携
事
業

を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
地

域
と
地
域
の
つ
な
が
り
を
人

の
流
れ
に
反
映
で
き
る
よ
う

に
日
ご
ろ
よ
り
継
続
的
に
行

理
、
大
会
記
録
、
広
報
等
が

あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
掛

か
る
経
費
は
、
帽
子
、
ジ
ャ

ン
パ
ー
、
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
等
で

一
人
約
５
～
６
千
円
の
費
用

と
な
る
。

問　
期
間
中
の
競
技
役
員
や

選
手
団
の
宿
泊
プ
ラ
ン
は
。

生
涯
学
習
課
長　

選
手
、
監

督
、
大
会
関
係
者
の
宿
泊
は

広
域
配
泊
と
い
っ
て
、
近
隣

市
町
へ
の
配
泊
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

問　
町
長
は
、
こ
の
国
民
体

育
大
会
の
成
功
に
向
け
、
町

民
の
皆
様
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
頂
け
る
た
め
の
、
チ
ー

ム
永
平
寺
町
の
意
気
込
み

は
。

町
長　

多
く
の
町
民
の
皆
様

に
参
加
し
、
関
わ
っ
て
い
た

だ
き
、
思
い
出
に
残
り
語
り

継
が
れ
る
よ
う
な
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
の
国
体
に
な
る
よ
う

全
力
で
取
り
組
み
、
町
民
の

元
気
に
つ
な
が
る
大
き
な
実

に
結
び
つ
く
よ
う
、
ま
た
、

大
き
な
投
資
を
す
る
以
上
、

町
の
産
業
経
済
の
発
展
効
果

に
つ
な
が
る
よ
う
頑
張
る
。

５市町広域観光連携

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

町
長　

次
の
展
開
と
し
て
、

例
え
ば
観
光
協
会
の
連
携
や

商
工
会
の
連
携
、
特
産
物
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
商

品
開
発
、
住
民
や
町
で
活
躍

し
て
い
る
人
な
ど
を
広
域
で

結
び
つ
け
る
こ
と
が
大
切
と

考
え
て
い
る
。

予
算
を
編
成
し
た
。

　

攻
め
の
行
政
と
い
う
お
話

が
、
あ
る
意
味
守
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
も
の
も
い
っ
ぱ

い
あ
る
。

　

予
算
の
執
行
に
当
た
っ
て

は
、
効
果
が
出
る
よ
う
な
予

算
の
執
行
を
心
が
け
て
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

問　
守
り
の
町
政
で
は
な

く
攻
め
の
町
政
運
営
を
切
望

す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
町

民
の
期
待
の
中
で
の
こ
の
予

算
編
成
、
そ
し
て
議
決
後
は

こ
の
予
算
の
執
行
に
当
た
る

そ
の
お
気
持
ち
、
意
気
込
み

は
。

町
長　

今
回
の
予
算
編
成
に

当
た
り
、
昨
年
か
ら
、
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
等
、
い

ろ
い
ろ
計
画
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
年
は
い
よ
い

よ
そ
の
実
行
の
年
、
動
き
出

す
と
い
う
年
と
い
う
こ
と
で

問　
今
、
町
で
進
め
て
い
る

公
共
施
設
の
再
編
計
画
は
。

財
政
課
長　

公
共
施
設
再
編

計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
27
年
度
か
ら
31
年
度
ま
で

の
５
年
間
の
計
画
と
い
う
こ

と
で
進
め
て
い
る
。

問　
旧
上
志
比
役
場
庁
舎
を

解
体
し
、
新
た
に
新
設
案
が

提
示
さ
れ
た
が
。

町
長　

新
築
し
、
今
の
事
務

機
能
と
会
議
ス
ペ
ー
ス
は
し

っ
か
り
と
整
備
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
40
年
、
50
年
と
上
志

比
の
拠
点
と
な
る
施
設
に
な

る
よ
う
考
え
て
い
る
。

問　
定
年
を
迎
え
た
中
高
年

層
。
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

行
く
に
は
ち
ょ
っ
と
抵
抗
が

あ
る
、
そ
ん
な
高
齢
者
と
は

言
わ
れ
な
い
中
高
年
者
た
ち

が
集
え
る
憩
い
の
場
。
老
人

福
祉
の
観
点
か
ら
は
少
し
離

れ
た
角
度
か
ら
の
あ
ら
た
な

福
祉
施
策
と
し

て
、
こ
の
支
所

機
能
の
計
画
の

中
に
取
り
入
れ

て
は
ど
う
か
。

町
長　

上
志
比

の
清
水
地
区
の

旧
小
体
育
館
、

町
民
、
高
齢
者

の
皆
さ
ん
が
気

軽
に
触
れ
合
え

て
、
雨
が
降
っ

て
も
雪
が
降
っ

て
も
運
動
が
で

き
る
、
そ
う
い
っ
た
環
境
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

上志比支所

公
共
施
設
の
再
編
で
上
志
比
旧
役
場
庁
舎
は

地
域
住
民
の
方
に
と
っ
て
は
重
要
な
支
所

問答
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樂 間 　  薫 議員

問

答

町内の危険箇所への対応は

パトロールでチェック対応

問 ケーブルテレビ
　　　　　 民間移譲は問題

答 決定ではないが協議を進めたい

上  田   誠 議員

問 本町の人口増対策は何処へ

答 地元同意を得られれば補正対応で

多 田  憲 治 議員

問　
人
口
増
対
策
が
急
務
と

し
て
、
昨
年
度
実
施
し
た
宅

地
候
補
地
選
定
に
よ
る
造
成

費
予
算
が
今
回
計
上
さ
れ
て

な
い
が
。

総
合
政
策
課
長　

宅
地
造
成

候
補
地
と
し
て
、
小
学
校

ま
で
の
距
離

が
２
キ
ロ
以

下
を
基
本
条

件
と
し
て
選

定
し
た
。
今

後
、
地
元
振

興
会
・
町
内

会
・
地
権
者

の
方
々
に
説

明
会
を
開
催

し
、
同
意
を

得
ら
れ
れ
ば

補
正
予
算
を

編
成
し
、
用

地
買
収
・
実
施
設
計
・
分
譲

と
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

問　
町
は
今
日
ま
で
上
志
比

中
学
校
の
東
隣
、
松
岡
西
野

中
地
区
の
宅
地
造
成
、
ま
た

４
年
間
の
定
住
促
進
事
業
と

し
て
人
口
増
対
策
を
実
施
し

て
き
た
が
実
績
は
。

総
合
政
策
課
長　

上
志
比
地

区
の
栗
住
波
団
地
で
は
、
平

成
27
年
４
月
１
日
現
在
で
15

世
帯
50
名
、
松
岡
西
野
中
団

地
は
、
18
世
帯
64
名
。
定
住

促
進
事
業
で
は
４
年
間
の
実

績
と
し
て
は
１
０
０
戸
、
人

口
で
３
５
６
人
増
の
実
績
が

あ
っ
た
。

問　
昨
年
度
実
施
さ
れ
た
国

勢
調
査
の
結
果
に
よ
り
新
聞

等
で
前
回
よ
り
７
５
７
人
減

と
発
表
さ
れ
た
が
、
普
通
交

付
税
算
入
は
一
人
約
16
万
円

と
し
て
約
１
億
２
千
万
減
額

さ
れ
る
の
で
は
。
ま
た
、
税

制
面
に
ど
の
く
ら
い
影
響
す

問　
新
消
防
庁
舎
を
共
用

前
に
見
学
し
、
情
報
収
集
と

初
動
体
制
の
重
要
性
を
目
の

当
た
り
に
し
た
。
本
町
の
安

心
・
安
全
に
期
待
で
き
る
。

　

昨
年
何
度
か
道
路
設
備
の

不
備
が
原
因
に
よ
る
自
損
事

故
が
あ
っ
た
が
、こ
れ
は
雪
解

け
の
春
先
に
多
い
。側
溝
の

フ
タ
の
歪
み
と
か
、ガ
ー
ド
レ

ー
ル
の
曲
が
り
な
ど
、直
接

間
接
的
に
事
故
に
繋
が
る
。

危
険
な
場
所
の
チ
ェ
ッ
ク
は
。

建
設
課
長　

除
雪
後
や
、業

務
中
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
チ
ェッ
ク

し
、グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
破
損
や
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
の
曲
が
り
な
ど
は

危
険
箇
所
と
し
て
明
示
し
、業

者
に
修
理
を
依
頼
し
て
い
る
。

問　
特
に
最
近
は
山
奥
の
野

生
の
動
物
が
餌
を
求
め
て
下

り
て
く
る
。
鹿
の
群
れ
も
多

い
と
の
報
道
も
あ
る
が
、
そ

の
よ
う
な
山
の
動
物
の
危
険

に
対
し
て
は
、
ど
の
よ
う
に

対
処
し
て
い
る
の
か
。

農
林
課
長　

林
道
は
４
月
か

ら
５
月
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
。
ま
た
、
地
区
か
ら
の
要

望
等
、雪
解
け
に
よ
る
崖
崩

れ
も
対
応
。
有
害
鳥
獣
は
今

年
度
、
鹿
は
10
頭
、
昨
年
は

25
頭
捕
獲
。
今
は
猪
が
多

く
、
平
成
27
年
全
体
で
、
５

０
０
頭
捕
獲
し
た
が
、
内
４

０
０
頭
以
上
が
猪
だ
っ
た
。

３
月
か
ら
４
月
に
各
集
落

で
電
気
柵
の
設
置
を
行
う
。

ま
た
、
猟
友
会
の
協
力
を

得
て
、捕
獲
等
の
対
策
を
行

う
。

問　
テ
レ
ビ
の
情
報
番
組

で
、
ゴ
ミ
屋
敷
で
火
災
が
起

き
、
近
所
の
人
々
が
迷
惑
を

被
っ
た
特
集
が
あ
っ
た
。
我

が
町
で
は
、
い
わ
ゆ
る
ゴ
ミ

屋
敷
な
ど
の
実
態
を
把
握
し

て
い
る
か
。

住
民
生
活
課
長　

危
険
な
ゴ

ミ
屋
敷
の
定
義
は
判
断
が
難

し
い
。
屋
敷
内
の
ゴ
ミ
が
何

か
の
原
因
で
大
火
事
に
な
る

と
か
、
不
衛
生
な
状
態
か
ら

害
虫
の
発
生
な
ど
想
定
で
き

る
が
、
そ
の
人
の
価
値
観
や

モ
ラ
ル
の
問
題
で
あ
り
、
役

場
が
踏
み
込
む
こ
と
は
大
変

難
し
い
。
地
域
の
住
民
に
被

害
が
あ
れ
ば
、
何
ら
か
の
対

処
が
必
要
。

る
の
か
。

財
政
課
長　

他
県
の
事
情
も

あ
り
普
通
交
付
税
算
入
額
は

未
定
。
た
だ
、
住
民
税
・
固

定
資
産
税
等
へ
の
影
響
は
避

け
ら
れ
な
い
。

税
務
課
長　

新
期
編
入
の
場

合
、
町
県
民
税
は
平
均
１
世

帯
当
た
り
年
額
約
21
万
余

り
、
固
定
資
産
税
は
家
屋
の

問　
我
が
町
の
道
の
駅
が
３

月
19
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。

成
功
に
向
け
て
行
政
は
ど
こ

ま
で
関
わ
る
か
。

建
設
課
長　

道
の
駅
駅
長
会

道
の
駅
「
禅
の
里
」
の

  
　
　

  
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

協
力
し
て
集
客
向
上

問答

議
へ
の
出
席
や
運
営
等
の
監

査
な
ど
行
政
と
し
て
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

オープンした道の駅

問　
こ
し
の
国
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事

業
は
①
情
報
格
差
の
是
正
②

農
林
業
の
振
興
③
福
祉
の
向

上
④
活
力
あ
る
町
づ
く
り
推

進
が
目
的
で
出
発
し
た
。
ま

た
、
行
政
の
告
知
や
広
報
、

防
災
情
報
提
供
の
役
割
が
あ

る
。
特
異
性
と
し
て
①
元
々

放
送
難
視
聴
地
域
で
松
岡

（
一
部
吉
野
地
区
を
除
く
）

地
区
外
全
て
は
共
聴
地
区
②

加
入
率
97
％
③
行
政
運
営
で

低
料
金
④
行
政
ch
に
よ
る
公

共
性
な
ど
が
あ
る
。
問
題
は

①
加
入
し
な
い
と
テ
レ
ビ
が

見
ら
れ
な
い
②
今
後
料
金
改

定
（
民
間
と
の
差
）
③
放
送

の
方
式
が
異
な
る
な
ど
。

総
合
政
策
課
長　

設
備
更
新

な
ど
の
財
政
負
担
の
観
点
か

ら
検
討
し
、
民
間
と
運
営
協

議
を
進
め
た
い
。
ま
だ
決
定

で
は
な
い
。

問　
特
異
性
か
ら
「
住
民
理

解
」
や
「
公
共
性
」
「
絶
対

加
入
」
と
「
料
金
」
な
ど
課

題
は
大
き
い
。

町
長　

意
見
を
聞
き
な
が
ら

慎
重
に
対
応
し
て
い
く
。

問　
町
方
針
に
、
ま
ち
づ
く

り
は
町
民
主
役
、
自
発
的
参

画
の
環
境
の
推
進
。
そ
の
た

め
に
は
公
民
館
を
核
と
し
た

展
開
を
示
し
て
き
た
が
、
予

算
に
大
き
く
反
映
さ
れ
て
い

な
い
。

町
長　

活
動
の
中
心
と
な
る

（
館
長
）
予
算
で
現
状
や
現

場
の
声
を
反
映
す
る
。

教
育
長　

公
民
館
長
を
中
心

に
主
事
、
運
営
委
員
と
連
携

し
た
組
織
を
つ
く
り
対
応
す

る
。

問　
今
後
の
介
護
保
険
は
在

宅
医
療
、
介
護
連
携
、
認
知

症
、
生
活
支
援
、
介
護
予
防

な
ど
将
来
を
見
据
え
た
充
実

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
要
支
援
者
の
対
応
は
。

福
祉
保
健
課
長　

来
年
４
月

ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
体
制
を

つ
く
り
対
応
。

問　
認
知
症
の
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
、
地
域
支
援
推
進

員
は
。

福
祉
保
健
課
長　

認
知
症
の

専
門
性
も
あ
る
の
で
、
県
内

広
域
的
な
方
向
で
。
ま
た
、

介
護
予
防
の
拠
点
の
整
備
と

予
防
教
室
設
置
を
。

問　
集
落
単
位
、
地
区

（
公
民
館
）
単
位
で
の
対
応

を
住
民
と
の
連
携
が
必
要
と

な
る
が
。

福
祉
保
健
課
長　

町
民
の
理

解
と
意
識
を
頂
き
共
に
進
め

た
い
。

予
算
か
ら
「
み
え
な
い
」
公
民
館
活
動

現
状
や
現
場
の
声
を
反
映
す
る
予
算
に

問答

問　
公
民
館
の
位
置
づ
け
、

あ
り
方
、体
制
の
方
針
を
策

定
委
員
会
を
設
け
、明
文
化

と
図
式
化
で
示
す
べ
き
。

教
育
長　

館
長
を
中
心
に
近

づ
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

く
。

将
来
を
見
据
え
た
介
護
保
険
の
状
況
は

厳
し
い
状
況
だ
が
町
民
理
解
と
共
に

問答

新
築
等
に
よ
り
１
世
帯
平
均

約
５
万
円
余
り
税
収
が
見
込

ま
れ
る
。

問　
永
平
寺
地
区
、
松
岡
地

区
の
町
営
住
宅
敷
地
に
空
き

地
が
放
置
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
土
地
を
全
国
か
ら
の
中

高
年
の
移
住
施
設
と
し
て
考

え
て
み
て
は
。

建
設
課
長　

移
住
希
望
者
の

ニ
ー
ズ
、
費
用
対
効
果
、
立

地
条
件
等
今
後
、
総
合
的
に

十
分
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
先
進
事
例
を
含
め
住
み

や
す
い
場
所
を
つ
く
る
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
検

討
し
て
い
く
。
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問 子育てセンターの
　　　　　活動充実を

答 家庭訪問も考えたい

金 元  直 栄 議員

問 創生戦略の効果と今後は

答 80万人超えの誘客可能

滝波登喜男議員

奥 野  正 司 議員

問

答

観光誘客を町の均衡ある発展へ

点から面、エリアの魅力を発信

う
。

総
合
政
策
課
長　

地
方
創
生

総
合
戦
略
で
観
光
産
業
の
振

興
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

伝
統
産
業
、
商
工
業
振
興
か

ら
雇
用
創
出
、
地
域
活
性
化

に
取
組
む
。

町
長　

今
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進

め
て
い
る
途
上
だ
が
、
民
間

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
等
手
ご

た
え
を
感
じ
る
。

問　
各
１
０
０
万
人
を
超
え

る
集
客
力
の
あ
る
朝
倉
氏
遺

跡
や
恐
竜
博
物
館
へ
来
る
入

込
客
を
、
大
本
山
永
平
寺
へ

取
り
込
み
、
そ
こ
か
ら
町

内
各
地
域
へ
誘
導
す
る
仕
掛

け
と
し
て
、
大
本
山
永
平

寺
と
４
駅
物
語
＝
上
志
比
道

の
駅
「
自
然
の
恵
み
と
禅
の

里
」
、
松
岡
ま
ち
の
駅
「
古

問　
門
前
街
並
み
魅
力
ア
ッ

プ
事
業
、
上
志
比
道
の
駅
、

松
岡
に
ぎ
わ
い
交
流
拠
点
が

形
を
現
し
て
く
る
。
こ
う
し

た
事
業
が
町
の
均
衡
あ
る
発

展
、
各
地
区
の
特
色
あ
る
発

展
へ
と
繋
が
り
、
町
域
全
体

と
し
て
観
光
誘
客
拡
大
の
効

果
を
図
る
戦
略
は
。

商
工
観
光
課
長　

点
か
ら

面
、
エ
リ
ア
と
し
て
の
魅
力

発
信
が
鍵
、
恐
竜
博
物
館
や

朝
倉
氏
遺
跡
へ
の
客
を
永

平
寺
へ
導
く
広
域
連

携
観
光
戦
略
推
進
。

本
町
の
２
ト
ッ
プ
、

大
本
山
永
平
寺
と
禅

文
化
、
鮎
・
サ
ク
ラ

マ
ス
の
聖
地
九
頭
竜

川
、
食
・
生
活
・
文

化
を
発
信
。
各
エ
リ

ア
の
地
域
資
源
を
結

び
付
け
滞
在
時
間
の

延
長
と
町
内
消
費
の

拡
大
を
目
指
す
地
域

再
生
整
備
計
画
を
行

問　
松
岡
地
区
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
再
編
に
合
わ

せ
、
セ
ン
タ
ー
に
顔
を
出
さ

な
い
で
い
る
子
や
親
へ
、
家

庭
訪
問
で
相
談
の
充
実
を
。

福
祉
保
健
課
長　

保
健
師
が

出
産
後
、
必
ず
新
生
児
の
全

戸
訪
問
を
し
、
母
子
の
状
況

を
確
認
し
て
い
る
。
育
児
相

談
会
へ
欠
席
し
た
場
合
は
、

電
話
な
ど
に
よ
る
連
絡
、
幼

児
園
へ
の
訪
問
で
確
認
し
て

い
る
。
本
当
に
心
配
な
場
合

は
、
訪
問
な
ど
も
し
て
い
き

た
い
。

問　
上
志
比
中
学
校
の
給
食

試
食
会
で
無
言
給
食
を
目
の

当
た
り
に
し
た
。
学
校
は
修

行
の
場
で
は
な
く
、
生
徒
の

よ
り
ど
こ
ろ
、
楽
し
い
場
で

あ
る
べ
き
だ
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
候
補
選
手
の
合
宿
所
で
も

食
事
時
の
会
話
は
ス
ト
レ
ス

の
解
消
に
必
要
な
時
間
だ
と

し
て
い
る
。
無
言
給
食
、
再

問　
本
町
の
職
員
に
も
専
門

的
知
識
を
持
つ
人
は
い
る
。

保
健
師
や
保
育
士
、ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
福
祉
の
専

門
職
、簿
記
の
有
資
格
者
も

い
る
。他
に
専
門
知
識
を
学

ん
で
き
た
人
も
い
る
は
ず
。

行
政
事
務
や
事
業
計
画
づ
く

り
で
は
、現
場
も
含
め
経
験

し
た
人
で
な
い
と
理
解
で
き

な
い
点
等
も
あ
る
は
ず
。専

門
知
識
を
持
つ
職
員
の
活
用

で
は
、現
場
か
ら
引
き
上
げ

る
こ
と
も
含
め
、町
と
し
て

考
え
て
い
る
こ
と
は
あ
る
の

か
。

考
の
時
期
に
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

教
育
長　

伝
統
的
に
行
わ
れ

て
い
る
礼
の
心
の
教
育
の
一

つ
。
校
門
で
の
礼
と
か
無
言

清
掃
、
無
言
給
食
、
丹
精
な

ど
が
あ
り
素
晴
ら
し
い
活
動

だ
。
昭
和
50
年
代
に
始
め
ら

れ
た
も
の
で
、
教
育
の
一
環

と
し
て
行
っ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
ふ
る
さ
と
納
税
状
況
は
」

３
２
７
万
円
、
目
標
ク
リ
ア
。
地
方
創
生
応
援
税
制
（
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）
も
準
備
。

「
本
町
の
空
き
家
は
何
件
か
。
空
家
バ
ン
ク
の
登
録
は
」

空
家
２
６
５
軒
、
内
廃
屋
25
件
。
15
件
バ
ン
ク
登
録
し
10

件
再
利
用
契
約
成
立
。
国
の
加
速
化
交
付
金
利
用
の
再
生

計
画
あ
り
。

問　
29
年
度
か
ら
実
施
の
介

護
地
域
支
援
事
業
の
サ
ー
ビ

ス
。単
価
に
よ
っ
て
は
、民
間

事
業
所
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
に

難
色
を
示
す
。町
で
施
設
整

備
も
含
め
計
画
を
作
る
べ
き
。

福
祉
保
健
課
長　

サ
ー
ビ
ス
の

単
価
の
引
き
下
げ
は
事
業
者

と
の
調
整
が
必
要
だ
。来
年
４

月
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
の
中
、方

向
性
は
検
討
中
と
い
う
状
況

だ
。

学
校
の
無
言
給
食
は
再
考
を

礼
の
心
の
教
育
の
一
環

問答
専
門
的
知
識
を
持
つ
職
員
の
活
用
を

人
事
異
動
や
交
流
の
中
で
考
え
た
い

問答

松岡のお殿様をスッポンから助けた
一島入道の民話のある平慶寺（兼定島）

墳
と
歴
史
と
名
水
の
里
」
、

御
陵
川
の
駅
「
学
園
と
玉
ね

ぎ
と
九
頭
竜
恵
み
の
里
」
、

志
比
北
や
ま
の
駅
「
森
の
学

校
・
森
の
幼
稚
園
・
緑
と
木

望
の
子
育
て
の
里
」
駅
巡
り

ツ
ア
ー
な
ど
の
検
討
は
？

商
工
観
光
課
長　

各
地
区
施

設
を
つ
な
ぐ
仕
掛
け
も
関
係

先
と
協
議
す
る
。

総
務
課
長　

27
年
度
は
、消

防
職
員
が
生
活
安
全
室
に
出

向
す
る
こ
と
で
、自
主
防
災
組

織
や
連
絡
協
議
会
の
確
立
等

に
大
き
な
成
果
を
上
げ
、専

門
職
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い

る
。子
育
て
や
福
祉
な
ど
、専

門
性
の
高
い
分
野
に
つ
い
て
は
、

人
事
異
動
や
、人
事
交
流
も

含
め
考
え
て
い
き
た
い
。

地
域
支
援
事
業
の
制
度
設
計
を

10
月
を
め
ど
に
考
え
て
い
く

問答

問　
地
方
創
生
は
、
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
、
東
京

一
極
集
中
と
い
う
課
題
解
決

の
た
め
の
も
の
で
、
定
住
人

口
、
滞
在
人
口
、
交
流
人
口

を
増
や
す
施
策
が
必
要
。
ミ

ラ
ノ
博
で
の
禅
の
Ｐ
Ｒ
、
首

都
圏
へ
の
ポ
ス
タ
ー
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
や
っ
て
き
た

が
、
そ
の
効
果
と
今
後
の
計

画
は
。

商
工
観
光
課
長　

新
幹
線
効

果
も
あ
り
、
本
山
の
観
光
客

数
は
58
万
人
と
10
万
に
伸
び

て
い
る
。
今
後
、
福
井
国
体

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
効
果
も
期

待
で
き
、
80
万
人
は
超
え
１

０
０
万
人
も
望
め
る
と
思

う
。
今
、
地
域
再
生
計
画
の

認
定
を
国
に
い
た
だ
き
、
そ

れ
に
基
づ
き
事
業
を
実
施
し

て
い
き
た
い
。

問　

昨
年
、
森
ビ
ル

（
株
）
と
「
ま
ち
づ
く
り
基

本
協
定
」
を
結
び
、
地
域
創

生
の
計
画
策
定
、
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
、
情
報
発
信
な
ど
の
支

援
を
５
年
間
受
け
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、
そ
の
成
果
は
。

総
合
政
策
課
長　

首
都
圏
の

情
報
収
集
や
ノ
ウ
ハ
ウ
は
非

常
に
長
け
て
い
て
、
事
業
推

進
が
他
よ
り
先
ん
じ
て
い

る
。
ま
た
、
小
中
学
生
に
対

問　
町
長
は
、
「
ま
ち
づ
く

り
会
社
」
設
立
に
つ
い
て
言

及
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

町
長　

行
政
が
直
接
や
る
こ

と
が
難
し
い
事
案
を
、
大
学

や
銀
行
な
ど
が
連
携
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
会
社

し
、
ま
ち
づ
く
り
の
講
義
を

依
頼
し
て
い
る
。

町
長　

総
合
戦
略
の
冊
子
づ

く
り
や
住
民
を
引
き
込
む
方

法
な
ど
勉
強
に
な
る
。
こ
の

前
の
町
政
報
告
会
で
会
議
の

進
行
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、

刺
激
に
な
っ
て
い
る
。

問　
最
近
、
全
国
で
介
護
施

設
で
の
虐
待
や
在
宅
介
護
の

疲
れ
か
ら
の
殺
害
な
ど
非
常

に
多
く
な
っ
て
い
る
。
町
の

状
況
把
握
と
そ
の
対
策
は
。

福
祉
保
健
課
長　

介
護
施
設

に
相
談
員
を
派
遣
し
、
入
所

者
か
ら
の
相
談
や
見
廻
り
の

報
告
を
毎
月
受
け
て
い
る
。

在
宅
は
分
か
り
に
く
い
が
、

通
報
な
ど
に
よ
り
福
祉
保
健

課
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
交
え
て
対
策
し
て
い

る
。

を
つ
く
り
、
そ
れ
に
取
り
組

む
。
そ
こ
に
は
、
当
然
利
益

を
生
む
よ
う
考
え
て
い
る
。

「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」
と
は

行
政
の
出
来
な
い
こ
と
を

問答
高
齢
者
の
問
題
は
町
の
責
任
で

相
談
員
の
派
遣
実
施

問答
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一般質問

議会改革議員県外視察研修議会改革議員県外視察研修
【研修内容】 １．町議会災害対策本部設置要綱の制定について
 ２．議会モニター制度について
【研修目的】
　永平寺町において、地震をはじめ風水害等の大規模自然災害が発生しときに、町議会も町災害対策本
部と連携し、災害活動支援を、議員自ら迅速且つ、適正な判断・対応を図れるようしっかりとした行動
をしなければならない。
　このため、制定に向け県外先進地事例を学び、災害時議員行動マニュアルを制定し、議会行動とし
て、災害時はもとより平時において、例えば、町内にある避難所の様々な課題等を現地調査し、地域の
声がより反映できるよう議会でまとめ、行政に進言できる体制を整え、安全で安心な町づくりを進めた

く、視察研修を実施しました。
　また、議会モニター制度は、町内居住者の
中から選出された議会モニター委員が、町定
例会や各常任委員会等の会務を傍聴し、議会
全体に対して意見提出等を議会に進言する制
度で、その率直な意見に対し議会も向き合
い、町民との架け橋のような存在となり、町
民との距離を縮め開かれた議会に繋げるよう
な議会改革ができないかと、視察研修を実施
しました。
　　　　　　　　　　　　　　（中村　記）

平成28年２月４日（木）　山梨県昭和町役場（議会）

政策づくり活動の視察政策づくり活動の視察

　２月５日、長野県阿智村議会を視察しました。
　阿智村は、長野県の南部に位置する農山村で、面積約170
平方キロメートル、人口約6500人です。議会は、12人の議
員で構成され、平成26年度全国町村議会表彰を受けていま
す。今回は、政策づくりの充実について視察しました。
　阿智村は、住民で作る８つの連合自治会があり、それぞれ
が５ヶ年計画を作成している。議会は、その自治会や各種団
体と懇談会を持ち、意見や要望の反映を考えている。また
「議会政策検討委員会」を設置し、毎年テーマごとの分科会

に分かれ、毎月１回以上議員会議を持ち、調査研究結果を文書に取りまとめ、村に提言している。
　議会の精力的な活動を見聞きし、少しでも取り入れたいと思います。　　　　　　　　（滝波　記）

平成28年２月５日（金）　長野県阿智村（議会）

問 九頭竜川流域防災センターに
　　　　　 　　　　案内人配置を

答

酒 井  　 要 議員

町では配置できない

議会・各委員会の議員出欠状況　　○…出席　×…欠席　△…遅刻・早退　－…員外　傍…傍聴　弔…弔事　研…研修

日　付 開催委員会等

上
坂

久
則

滝
波
登
喜
男

長
谷
川
治
人

朝
井
征
一
郎

酒
井
　
　
要

江
守

　
勲

小
畑

　
傅

上
田

誠

金
元

直
栄

樂
間

　
薫

齋
藤

則
男

伊
藤

博
夫

奥
野

正
司

中
村
勘
太
郎

川
治

孝
行

長
岡
千
惠
子

多
田

憲
治

川
崎

直
文

臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報特別委員会 ― ― ― ― ― ○ ― ○ ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ―

議会運営委員会 ― ○ ― ― ― ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― 傍 ― 傍

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― 傍 ― 傍

定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育民生常任委員会 ― ○ ― ― ○ 傍 ○ ○ ― ― ― ― ― ― ○ ― 傍

総務常任委員会 ― ― ― ― ― ○ 傍 ― 傍 ― ○ ○ ○ ○ ― 傍 ― ○

産業建設常任委員会 ○ ― ○ ○ ― 傍 ― ― 傍 ○ ― ― 傍 ― ○ 傍 ○ 傍

議会行財政改革特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 傍

予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

予算決算常任委員会 △ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

予算決算常任委員会 △ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

定例会(一般質問2日目) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

定例会(一般質問1日目) △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会行財政改革特別委員会 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 傍

議会運営委員会 ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― 傍 ― 傍

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会行財政改革特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 傍

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2/4・5 視察研修（昭和町・阿智村） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会行財政改革特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 傍

議会行財政改革特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 傍

議会運営委員会 ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― 傍 ― 傍

議会運営委員会 ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― 傍 ― 傍

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報特別委員会 ― ― ― ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ○ ― 傍

議会運営委員会 ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ― ○ ― 傍 ― 傍

議会広報特別委員会 ― ― ― ― ― ○ ― ○ ○ ― ― ― ○ ― ○ ― 傍

産業建設常任委員会 ○ ― ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ 傍 ○ 傍

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

出席回数
会議回数
出 席 率

問　
町
民
か
ら
の
声
で
、
観

光
の
名
所
に
ア
ユ
釣
り
、
サ

ク
ラ
マ
ス
、
ア
ラ
レ
ガ
コ
な

ど
が
釣
れ
る
こ
と
が
有
名
で

あ
る
。
テ
レ
ビ
で
川
底
の
魚

の
泳
ぎ
な
ど
も
見
ら
れ
る
こ

と
が
大
変
珍
し
い
。
国
交
省

の
担
当
す
る
場
所
で
は
あ
る

が
休
日
だ
け
町
の
案
内
人
を

配
置
で
き
な
い
か
。

建
設
課
長　

九
頭
竜
川
流
域

防
災
セ
ン
タ
ー
は
、
九
頭
竜

川
の
治
水
や
歴
史
、
九
頭
竜

川
全
般
に
つ
い
て
学
べ
る
施

設
。
現
状
と
し
て
は
、
平
日

は
ス
タ
ッ
フ
が
１
名
の
た

め
、
施
設
巡
回
等
で
不
在
に

な
る
こ
と
も
あ
り
、
自
由
見

学
と
い
う
位
置
づ
け
と
な
っ

て
い
る
。
町
の
方
で
新
た
に

案
内
人
を
配
置
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
今
後
は
担
当
者

が
不
在
の
場
合
は
、
所
在
が

わ
か
る
よ
う
に
表
示
し
て
い

た
だ
く
等
、
利
用
者
の
方
に

で
き
る
だ
け
気
持
ち
よ
く
見

学
し
て
頂
け
る
よ
う
に
何
か

工
夫
を
お
願
い
し
て
い
き
た

い
。

問　
自
然
を
愛
す
る
者
に
と

っ
て
は
大
変
良
い
施
設
。
私

の
家
に
小
学
生
二
人
い
ま
す

が
「
ま
だ
私
た
ち
見
て
い
ま

せ
ん
」
と
言
う
。
春
休
み
、

夏
休
み
に
子
ど
も
達
に
自
然

の
そ
う
い
っ
た
所
を
見
せ
る

こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
が
。

教
育
長　

ド
ラ
ゴ
ン
リ
バ
ー

交
流
会
は
、
毎
年
小
学
生
を

対
象
に
、
魚
遊
び
を
し
た

り
、
魚
を
焼
い
て
食
べ
た
り

す
る
企
画
を
し
て
い
る
。
上

志
比
小
学
校
の
方
に
も
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
案
内
し

て
い
る
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ

し
い
。
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平成28年 第２回臨時会報告平成28年 第２回臨時会報告 議長　川崎　直文

議案第29号
平成27年度一般会計補正予算 可　決
議案第30号
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定 可　決
議案第31号
一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定 可　決

第２回臨時会議案
　平成28年第２回永平寺町議会臨時会

が、３月28日（月）に開催されました。

審議された内容は、次のとおりです。

今臨時会議案は委員会に付託することな

く、本会議にて審議・議決しました。

地方創生加速化交付金事業  ５,１００万円（全額国庫補助金）地方創生加速化交付金事業  ５,１００万円（全額国庫補助金）地方創生加速化交付金事業  ５,１００万円（全額国庫補助金）

　国が地方創生加速化交付金1000億円を平成27年度補正予算に計上したことをうけて、本町も地方創
生事業４件（永平寺町単独事業２件と他市町との広域連携事業２件）を国に申請した。
　申請した事業４件のうち２件が３月18日に認められ、地方創生加速化交付金の交付が決定した。
予算は平成28年度へ繰越し執行される。

平成27年度一般会計補正予算

　永
平
寺
緑
の
村
関
連
施
設
等
地
域
資
源

の
有
効
活
用
。
寄
付
を
受
け
る
永
平
寺
地

区
の
旧
家
を
学
生
、
若
者
の
参
画
で
き
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
活
動
拠
点
施
設
（
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
等
）
に
改
修
。
学
生
、
若

者
、
子
育
て
世
代
の
人
の
流
れ
を
永
平
寺

町
に
呼
び
戻
す
た
め
「
え
い
へ
い
じ
産
学

官
協
働
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
構
築

し
、
持
続
的
な
事
業
実
施
の
た
め
に
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
将
来
的
に
は
、
え
い

へ
い
じ
ま
ち
づ
く
り
会
社
へ
移
行
す
る
。

　行
政
、
民
間
団
体
、
金
融
機
関
か
ら
も

出
資
を
い
た
だ
け
る
よ
う
事
業
計
画
を
立

案
す
る
。

　越
前
加
賀
の
４
市
１
町
（
あ
わ
ら
市
・

坂
井
市
・
勝
山
市
・
永
平
寺
町
・
加
賀

市
）
の
観
光
資
源
を
結
び
つ
け
、
魅
力
の

向
上
、
広
域
的
旅
行
ル
ー
ト
を
造
成
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
国
内
の
み
な
ら
ず
東
ア

ジ
ア
や
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
海
外
に
対
し

て
滞
在
型
観
光
誘
客
を
推
進
す
る
。

　こ
れ
ま
で
の
「
越
前
加
賀
宗
教
文
化
街

道
協
議
会
」
を
「
越
前
加
賀
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
推
進
機
構
（
仮
称
）
」
へ
と
発
展
さ
せ

る
。

え
い
へ
い
じ
産
学
官
協
働

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（
地
域
資
源
活
用
型
）構
築
事
業

　
　
　

 

事
業
費
４
４
０
０
万
円

越
前
加
賀
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
事
業

　
　
　
　

 
負
担
金
７
０
０
万
円

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

2月23日　開会

文字告知放送
2月29日　一般質問①
小畑傳議員　長谷川治人議員
長岡千惠子議員
文字告知放送
2月29日　一般質問②
上坂久則議員　川治孝行議員
伊藤博夫議員
文字告知放送
2月29日　一般質問③
朝井征一郎議員　中村勘太郎議員
江守勲議員
文字告知放送
3月1日　一般質問①
齋藤則男議員　多田憲治議員
樂間薫議員　上田誠議員
文字告知放送
3月1日　一般質問②
上田誠議員
奥野正司議員
文字告知放送
3月1日　一般質問③
金元直栄議員　滝波登喜男議員
酒井要議員
文字告知放送
3月3日
予算決算常任委員会①

文字告知放送

00

16
00

53
00

52
00

33
00

47
00

46
00

46
00

10

3月４日
予算決算常任委員会④

文字告知放送
3月4日
予算決算常任委員会⑤

文字告知放送
3月7日
予算決算常任委員会①

文字告知放送
3月7日
予算決算常任委員会②

文字告知放送
3月7日
予算決算常任委員会③

文字告知放送
3月7日
予算決算常任委員会④

文字告知放送
3月11日
予算決算常任委員会①

文字告知放送
3月11日
本会議①

文字告知放送

00

03
00

05
00

16
00

46
00

12
00

59
00

37
00

01

3月3日
予算決算常任委員会②

文字告知放送
3月3日
予算決算常任委員会③

文字告知放送
3月3日
予算決算常任委員会④

文字告知放送
3月4日
予算決算常任委員会①

文字告知放送
3月4日
予算決算常任委員会②

文字告知放送
3月4日
予算決算常任委員会③

文字告知放送
3月４日
予算決算常任委員会④

文字告知放送
3月4日
予算決算常任委員会⑤

文字告知放送

00

46
00

39
00

23
00

01
00

43
00

39
00

03
00

05

3月7日
予算決算常任委員会①

文字告知放送
3月7日
予算決算常任委員会②

文字告知放送
3月7日
予算決算常任委員会③

文字告知放送
3月7日
予算決算常任委員会④

文字告知放送
3月11日
予算決算常任委員会①

文字告知放送
3月11日
本会議①

文字告知放送
3月11日
本会議②

文字告知放送
3月28日
臨時議会

文字告知放送

00

16
00

46
00

12
00

59
00

37
00

01
00

44
00

35

3月11日
本会議②

文字告知放送
3月28日
臨時議会

文字告知放送

2月23日　開会

文字告知放送
2月29日　一般質問①
小畑傳議員　長谷川治人議員
長岡千惠子議員
文字告知放送
2月29日　一般質問②
上坂久則議員　川治孝行議員
伊藤博夫議員
文字告知放送
2月29日　一般質問③
朝井征一郎議員　中村勘太郎議員
江守勲議員
文字告知放送

00

44
00

35

00

16
00

53
00

52
00

33

文字告知放送

2月23日　開会

文字告知放送
2月29日　一般質問①
小畑傳議員　長谷川治人議員
長岡千惠子議員
文字告知放送
2月29日　一般質問②
上坂久則議員　川治孝行議員
伊藤博夫議員
文字告知放送
2月29日　一般質問③
朝井征一郎議員　中村勘太郎議員
江守勲議員
文字告知放送
3月1日　一般質問①
齋藤則男議員　多田憲治議員
樂間薫議員　上田誠議員
文字告知放送
3月1日　一般質問②
上田誠議員
奥野正司議員
文字告知放送

00

16
00

53
00

52
00

33
00

47
00

46

3月1日　一般質問③
金元直栄議員　滝波登喜男議員
酒井要議員
文字告知放送
3月3日
予算決算常任委員会①

文字告知放送
3月3日
予算決算常任委員会②

文字告知放送
3月3日
予算決算常任委員会③

文字告知放送
3月3日
予算決算常任委員会④

文字告知放送
3月4日
予算決算常任委員会①

文字告知放送
3月4日
予算決算常任委員会②

文字告知放送
3月4日
予算決算常任委員会③

文字告知放送

00

46
00

10
00

46
00

39
00

23
00

01
00

43
00

39

４月23日（土）４月２2日（金） ４月24日（日） ４月25日（月） ４月26日（火） ４月27日（水） ４月２８日（木）時 時

行政チャンネル週間番組表行政チャンネル週間番組表 放送期間
2016年４月22日（金）～５月４日（水）地デジ121ch地デジ121ch

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

3月1日　一般質問①
齋藤則男議員　多田憲治議員
樂間薫議員　上田誠議員
文字告知放送
3月1日　一般質問②
上田誠議員
奥野正司議員
文字告知放送
3月1日　一般質問③
金元直栄議員　滝波登喜男議員
酒井要議員
文字告知放送
3月3日
予算決算常任委員会①

文字告知放送
3月3日
予算決算常任委員会②

文字告知放送
3月3日
予算決算常任委員会③

文字告知放送
3月3日
予算決算常任委員会④

文字告知放送
3月4日
予算決算常任委員会①

文字告知放送

00

47
00

46
00

46
00

10
00

46
00

39
00

23
00

01

3月7日
予算決算常任委員会③

文字告知放送
3月7日
予算決算常任委員会④

文字告知放送
3月11日
予算決算常任委員会①

文字告知放送
3月11日
本会議①

文字告知放送
3月11日
本会議②

文字告知放送
3月28日
臨時議会

文字告知放送

00

12
00

59
00

37
00

01
00

44
00

35

3月4日
予算決算常任委員会②

文字告知放送
3月4日
予算決算常任委員会③

文字告知放送
3月４日
予算決算常任委員会④

文字告知放送
3月4日
予算決算常任委員会⑤

文字告知放送
3月7日
予算決算常任委員会①

文字告知放送
3月7日
予算決算常任委員会②

文字告知放送
3月7日
予算決算常任委員会③

文字告知放送
3月7日
予算決算常任委員会④

文字告知放送

00

43
00

39
00

03
00

05
00

16
00

46
00

12
00

59

3月11日
予算決算常任委員会①

文字告知放送
3月11日
本会議①

文字告知放送
3月11日
本会議②

文字告知放送
3月28日
臨時議会

文字告知放送

2月23日　開会

文字告知放送
2月29日　一般質問①
小畑傳議員　長谷川治人議員
長岡千惠子議員
文字告知放送

00

37
00

01
00

44
00

35

00

16
00

53

2月29日　一般質問②
上坂久則議員　川治孝行議員
伊藤博夫議員
文字告知放送
2月29日　一般質問③
朝井征一郎議員　中村勘太郎議員
江守勲議員
文字告知放送
3月1日　一般質問①
齋藤則男議員　多田憲治議員
樂間薫議員　上田誠議員
文字告知放送
3月1日　一般質問②
上田誠議員
奥野正司議員
文字告知放送
3月1日　一般質問③
金元直栄議員　滝波登喜男議員
酒井要議員
文字告知放送
3月3日
予算決算常任委員会①

文字告知放送
3月3日
予算決算常任委員会②

文字告知放送
3月3日
予算決算常任委員会③

文字告知放送

00

52
00

33
00

47
00

46
00

46
00

10
00

46
00

39

3月3日
予算決算常任委員会④

文字告知放送
3月4日
予算決算常任委員会①

文字告知放送
3月4日
予算決算常任委員会②

文字告知放送
3月4日
予算決算常任委員会③

文字告知放送
3月４日
予算決算常任委員会④

文字告知放送
3月4日
予算決算常任委員会⑤

文字告知放送
3月7日
予算決算常任委員会①

文字告知放送
3月7日
予算決算常任委員会②

文字告知放送

00

23
00

01
00

43
00

39
00

03
00

05
00

16
00

46

４月30日（土）４月29日（金） 5月1日（日） 5月2日（月） 5月3日（火） 5月4日（水）時 時
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委 

員 

長

　
長

　
岡

　
千
惠
子

　
副
委
員
長

　
樂

　
間

　
　
　
薫

　
委

　
　
員

　
　
江
守

　
　
勲
・
上
田

　
　
誠

　
　
金
元

　
直
栄
・
中
村
勘
太
郎

発
行
責
任
者

　
議

　
　
長

　
川

　
崎

　
直

　
文

　３
月
議
会
も
終
わ
り
、
い
よ
い
よ

本
格
的
な
春
の
訪
れ
。

　今
年
の
冬
は
、
降
雪
量
も
少
な
く

過
ご
し
や
す
い
日
々
が
続
き
年
齢
を

重
ね
た
私
に
は
本
当
に
助
か
り
ま
し

た
。　毎

朝
起
き
て
除
雪
と
愛
車
の
始
動

ま
で
の
あ
の
作
業
が
今
年
は
殆
ど
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
冬

は
73
年
の
私
の
人
生
に
初
め
て
の
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　最
近
毎
年
が
異
常
気
象
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
ま
た
異
常
気

象
な
の
で
し
ょ
う
。
と
い
う
か
、
正

常
な
気
象
が
何
な
の
か
も
分
か
ら
な

く
な
り
ま
す
。

　し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
年
は
農
作

物
の
出
来
が
悪
い
と
聞
き
ま
す
。
そ

う
い
う
事
が
無
い
こ
と
を
心
か
ら
祈

り
ま
す
。

　
　
　
　（
楽
間  

記
）

　上志比地区・浅見区の
雅楽は、昭和２年に石上
区の人から浄徳寺の住職
らが楽器を譲り受け、住
職が中心となり区の男性
だけで雅楽会を発足させ
た。区や地区の祭礼や法
恩講、結婚式などで演奏
していたが、平成３年に
後継者不足で途切れてし
まった。
　しかし、平成８年に区
婦人会が中心となり、伝
統芸能の雅楽会を復活さ
せようとお寺にあった楽
器を取り出したが、傷ん
でいる物もあり新たに購入もし、町外から指
導者を招き本格的に練習に取り組み始めた。
　笙（しょう）・篳篥（ひちりき）・横笛
（おうてき）という楽器があるが、最初は、
音をなかなか出すことができず、苦労したと
メンバーの皆さんが口を揃えた。笙は、湿気
があると音が出ないため演奏の前後に電気コ
ンロで温めなければならず、夏場の演奏は暑
くて大変で、篳篥は口を当てる所が適度に濡
れていないと音が出にくいので、演奏前に軽
く唇を当て湿らせていた。音を出すだけでも
一苦労なのが印象的だった。現在は、50代～
70代の女性14名が月１回のパート練習と月
１回の全体練習しており、曲のレパートリー
は、越殿楽（えてんらく）・五常楽（ごじょ

うらく）など５曲。本番では狩衣（かりぎ
ぬ）という衣装を身にまとい報恩講や寺社の
行事、老人施設などで演奏している。全体練
習の様子を拝見させて頂いたが、楽器が奏で
る音色はとても雅やかで透き通った音で、と
ても心が落ち着く。日本の雅楽は奈良時代に
おこり、中国の楽にインド、朝鮮の楽舞が加
わり日本に伝来し、これに古代種々の音楽を
交え、平安時代に宮中雅楽のみにとどまら
ず、寺院に及ぶようになった。遥か昔の音楽
が悠久の時を越えて現代まで受け継がれてい
ると思うと感慨深い。この伝統芸能が後世ま
で伝えられることを願いつつ、太古に想いを
馳せていただきたい。
　　　　　　　　　　　　　　（江守　記）

雅びな音色を支えるおかあちゃん達雅びな音色を支えるおかあちゃん達

浅見雅楽保存会浅見雅楽保存会浅見雅楽保存会


